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今月号の主な内容

11 平成27年
（2015年）

月号
No.577

平成 27 年度明和スポーツまつり　高校生以上の綱引きの様子（10 月 11 日）
詳しくは本紙９頁をご覧ください。
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広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

特集　決算

平
成
26
年
度 

一
般
会
計
決
算

歳 
出

85
億
６
千
万
円
の

　
　

ま
ち
づ
く
り

一
般
会
計
歳
入 

89
億
１
０
１
７
万
３
千
円

　

私
た
ち
が
納
め
た
税
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

の
か
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く

り
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

た
の
か
、
一
般
会
計
を
中

心
に
平
成
26
年
度
決
算
の

あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
明
和
町

一
般
会
計
と
7
つ
の
特
別

会
計
の
歳
入
・
歳
出
の
各

決
算
、
水
道
事
業
会
計
の

決
算
が
、
9
月
に
開
か
れ

た
平
成
27
年
第
3
回
明
和

町
議
会
定
例
会
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
に
お
い
て
、
歳

入
総
額
は
89
億
１
０
１
７
万
３
千
円
（
対
前
年
度
比
４
・
２
％
減
）、
こ
れ
に
対
し
て
歳
出

総
額
は
85
億
５
７
９
１
万
８
千
円
（
対
前
年
度
比
0 

・
４
％
増
）
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額

は
３
億
５
２
２
５
万
５
千
円
の
黒
字
と
な
り
、
こ
の
差
引
額
を
翌
年
度
に
繰
り
越
す
こ
と

で
決
算
を
終
え
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
３
６
０
５
万
７
千
円
（
一
般

財
源
分
、
繰
越
明
許
費
繰
越
額
）
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
３
億
１
６
１
９
万
８
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
収
支
を
平
成
26
年
度
の
単
年
度
で
考
え
た
場
合
、
こ
の
実
質
収
支
額
か
ら

前
年
度
の
実
質
収
支
額
５
億
６
０
３
１
万
１
千
円
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
額
は

２
億
４
４
１
１
万
３
千
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
出 

85
億
５
７
９
１
万
８
千
円

議会費 93,617千円  1.1%諸支出金 357,587千円  4.2%

労働費 97千円  0.1%

670,600千円  7.5%
町債

670,600千円  7.5%
町債

794,769千円
9.3%

総務費

民生費
2,566,089千円
30.0%

土木費
884,164千円
10.3%

消防費
337,350千円
3.9%

教育費
1,739,241千円
20.3%

517,936千円  6.1%
衛生費

455,275千円  5.3%
農林水産業費

59,726千円  0.7%
商工費

752,067千円  8.8%
公債費

※印は自主財源

地方譲与税
111,959千円  1.3%

232,430千円  2.6%

670,600千円  7.5%

1,115,828千円  12.5%

838,952千円  9.4%

※自主財源　計＝3,925,501千円　44.1％
依存財源　計＝4,984,672千円　55.9％

※町税
2,511,043千円
28.2%

地方交付税
1,929,804千円
21.7%

国庫支出金

県支出金

地方消費税交付金

町債

その他  1,499,557千円  16.8%
内　訳
利子割交付金　　　　
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

6,513千円
22,801千円
13,058千円
5,571千円
17,397千円
16,746千円
3,013千円

※分担金及び負担金
※使用料及び手数料
※財産収入
※寄附金
※繰入金
※繰越金
※諸収入

118,514千円
49,182千円

　12,683千円
26,325千円
354,397千円
776,264千円
77,093千円
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ご利用ください　町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

特集　決算

　

一
般
会
計
歳
入
の
内
訳
に
つ
い
て
、

2
ペ
ー
ジ
上
段
の
円
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

一
般
会
計
歳
入
89
億
１
０
１
７
万
３
千

円
の
う
ち
主
な
も
の
は
、
自
主
財
源
の
柱

と
な
る
町
税
が
25
億
１
１
０
４
万
３
千
円

（
構
成
比
28
・
２
％
）、
地
方
交
付
税
が

19
億
２
９
８
０
万
４
千
円
（
構
成
比
21
・

７
％
）、
県
支
出
金
（
県
か
ら
の
補
助
金
）

が
11
億
１
５
８
２
万
８
千
円
（
構
成
比

12
・
５
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
税
や
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
「
自

主
財
源
」
の
合
計
は
39
億
２
５
５
０
万
１
千

円
（
構
成
比
44
・
１
％
）、
地
方
交
付
税
や

町
債
、
国
・
県
支
出
金
な
ど
「
依
存
財
源
」

の
合
計
は
49
億
８
４
６
７
万
２
千
円
（
構
成

比
55
・
９
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
歳
出
の
内
訳
に
つ
い
て
、
２

ペ
ー
ジ
下
段
の
円
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
一
般
会
計
歳
出
85
億
５
７
９
１
万
８
千

円
の
う
ち
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
が

７
億
９
４
７
６
万
９
千
円
（
構
成
比
９
・

３
％
）、
民
生
費
が
25
億
６
６
０
８
万
９
千

円(

構
成
比
30
・
０
％
）、
教
育
費
が

17
億
３
９
２
４
万
1
千
円
（
構
成
比
20
・

3
％
）、
公
債
費
（
借
入
金
の
償
還
）
が

７
億
５
２
０
６
万
７
千
円
（
構
成
比
８
・

８
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
町
債
（
借
入
金
）
の
平
成
26
年
度
末
残
高

は
81
億
５
１
７
５
万
８
千
円
（
対
前
年
度
比
０
・
４
％
増
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
明
和
町
全
体
（
一

般
会
計
、
特
別
会
計
、
水
道

事
業
会
計
）
に
お
け
る
町

債
の
同
残
高
の
合
計
額
は

1
５
５
億
９
０
４
６
万
５
千

円
（
対
前
年
度
比
０
・
４
％
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
債
残
高
一
般
会
計
で
81
億
５
千
万
円

明
和
町
全
体
で
は
１
５
５
億
９
千
万
円

＝用語の解説＝
【自主財源と依存財源】自主財
源とは、町税や使用料・手数料、
寄附金など、町が自主的に収
入する財源です。また、依存
財源とは、国や県の意思決定
に基づき収入されるもので、
主なものは、地方交付税や国
庫支出金、地方債などです。

【義務的経費と投資的経費】義
務的経費とは、任意で削減で
きない経費（人件費、扶助費、
公債費）です。投資的経費とは、
支出が資本形成に向けられる
もので、普通建設事業費が代
表的なものです。

会 計 別 予算額 歳入額 歳出額

一 般 会 計 9,185,621 8,910,173 8,557,918

特

別

会

計

斎 宮 跡 保 存 事 業 633,540 584,545 562,894

国 民 健 康 保 険 2,885,800 2,937,362 2,813,044

住宅新築資金貸付事業 27,500 46,970 27,301

農業集落排水事業 302,300 303,599 298,034

公 共 下 水 道 事 業 268,840 274,255 263,971

介 護 保 険 2,085,280 2,086,095 2,026,543

後 期 高 齢 者 医 療 429,620 430,787 423,169

総 計 15,818,501 15,573,786 14,972,874

会 計 別 残　高
一 般 会 計 8,151,758
特

別

会

計

斎 宮 跡 保 存 事 業 329,600
住宅新築資金貸付事業 67,497
農 業 集 落 排 水 事 業 2,721,834
公 共 下 水 道 事 業 2,082,356

水 道 事 業（ 企 業 会 計 ） 2,237,420
町 全 体 の 合 計 15,590,465

■一般会計・特別会計の決算　　　　　　（単位：千円）

■水道事業（企業会計）決算
（1） 収益的収入及び支出 収益的収入 740,710 千円
   収益的支出 497,606 千円

（2） 資本的収入及び支出 資本的収入   88,719 千円
   資本的支出 248,124 千円

■町債 平成 26 年末残高   （単位：千円）

1,421,574千円403,595千円
人件費  16.6%

1,182,086千円
物件費  13.8%

1,088,565千円

3,262,207
1,649,976
3,645,735

38.1％
19.3％
42.6％

扶助費  12.7%

989,421千円
補助費等 11.6%

1,649,976千円

普通建設事業費
 19.3%

752,068千円
公債費 8.8%

その他  4.7%

25
(年度)

23
0

65

70

75

(億円)

74
億

6
2

０
3
万
8

円
千

24

73
億

6
9
3
2

万
2

円
千

■一般会計歳出決算額の推移

72

円
千
９
万
０
７
１
５
億

26平成22

85

6
2
億

９
２

円
千
９
万

85

7
5
億

１
９

円
千
８
万

80

85

①■義務的経費 千円
②■投資的経費 千円
③□その他経費   千円

1,070,633千円
繰出金 12.5%

■一般会計歳出の性質別経費

歳出

千円
8,557,918

①

②

③
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広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

特集　決算

平
成
26
年
度 

一
般
会
計
決
算 

歳
出
の
内
訳

【
議
会
費　

９
３
６
１
万
７
千
円
】

① 

議
会
費　

９
３
６
１
万
７
千
円
…
議
会
費
（
議
員
報

酬
、
人
件
費
、
議
会
だ
よ
り
発
行
ほ
か
）

【
総
務
費　

７
億
９
４
７
６
万
９
千
円
】

① 

総
務
管
理
費　

５
億
５
２
２
３
万
９
千
円
…
一
般
管

理
費
（
人
件
費
ほ
か
）、
広
報
費
（
広
報
紙
発
行
）、

会
計
管
理
費
、
文
書
管
理
費
、
財
産
管
理
費
（
庁
舎

等
維
持
管
理
ほ
か
）、
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
費
（
シ

ス
テ
ム
端
末
機
等
保
守
、
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
番
組
制

作
等
業
務
委
託
ほ
か
）、
企
画
費
（
ふ
る
さ
と
納
税

推
進
、
市
町
村
交
流
事
業
ほ
か
）、
交
通
安
全
対
策

費
（
道
路
反
射
鏡
設
置
工
事
ほ
か
）、
災
害
対
策
費

（
防
災
無
線
保
守
委
託
、
戸
別
受
信
機
ア
ン
テ
ナ
取

付
工
事
ほ
か
）、
防
犯
対
策
費
（
防
犯
灯
設
置
工
事
、

同
電
気
料
ほ
か
）、
自
治
振
興
費
（
各
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
運
営
補
助
、
自
治
会
交
付
金
ほ

か
）、
地
域
振
興
費
（
自
主
運
行
バ
ス
業
務
委
託
、

住
宅
太
陽
光
発
電
設
置
費
補
助
ほ
か
）

② 

徴
税
費　

１
億
５
０
８
７
万
１
千
円
…
税
務
総
務
費

（
人
件
費
、
電
算
委
託
ほ

か
）、
収
税
対
策
費

③ 

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費　

４
７
０
２
万
４
千
円
…
戸

籍
住
民
基
本
台
帳
費
（
人

件
費
、
シ
ス
テ
ム
委
託
・

使
用
料
ほ
か
）

④ 

選
挙
費　

３
３
４
３
万
２
千
円
…
選
挙
管
理
委
員
会

費
（
委
員
報
酬
、
人
件
費
ほ
か
）、
町
長
・
町
議
会

議
員
選
挙
費
、
県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙
費
、
衆

議
院
議
員
選
挙
費

⑤ 

統
計
調
査
費　

１
０
７
７
万
６
千
円
…
統
計
調
査
総

務
費
（
人
件
費
）、
各
種
統

計
調
査
費
（
調
査
員
報
酬

ほ
か
）

⑥ 

監
査
委
員
費　

42
万
７
千

円
… 

監
査
委
員
費
（
委
員

報
酬
ほ
か
）

【
民
生
費
25
億
６
６
０
８
万
９
千
円
】

① 

社
会
福
祉
費　

15
億
１
１
６
７
万
円
…
社
会
福
祉

総
務
費
（
人
件
費
、
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
、
子

ど
も
・
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
ほ
か
）、
国
民

健
康
保
険
事
務
費
（
人
件
費
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
繰
出
金
ほ
か
）、
後
期
高
齢
者
医
療
事
務

費
（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金
）、
国
民

年
金
事
務
費
（
電
算
委
託
ほ
か
）、
心
身
障
が
い
者

福
祉
費
（
自
立
支
援
給
付
ほ
か
）、
高
齢
者
福
祉

費
（
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
、
敬
老
福
祉
大
会
、
老
人

ホ
ー
ム
入
所
措
置
、
介
護
予
防
地
域
支
援
事
業
委

託
ほ
か
）、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
費
、
人
権
対
策
費

（
人
権
啓
発
事
業
ほ
か
）、
社
会
福
祉
施
設
費
（
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
管
理
費
ほ
か
）、
人
権
セ
ン
タ
ー

費
（
人
件
費
、
生
活
相
談
、
地
域
交
流
支
援
、
人

権
講
演
会
・
講
座
ほ
か
）
福
祉
資
金
貸
付
事
業
費

② 

児
童
福
祉
費　

10
億
５
４
４
１
万
９
千
円
…
児
童
福

祉
総
務
費
（
子
ど
も
手
当
、
一
人
親
医
療
費
助
成
、

放
課
後
児
童
対
策
ほ
か
）、
児
童
保
育
費
（
人
件
費
、

保
育
所
運
営
ほ
か
）、
児
童
セ
ン
タ
ー
費
（
人
件
費

ほ
か
）

【
衛
生
費　

５
億
１
７
９
３
万
６
千
円
】

① 

保
健
衛
生
費　

５
億
１
７
９
３
万
６
千
円
…
保
健
衛

生
総
務
費
（
人
件
費
、
一
次
救
急
医
療
体
制
事
業
負

担
金
ほ
か
）、
環
境
衛
生
費
（
人
件
費
、
広
域
事
務

組
合
負
担
金
、
上
水
道
事
業
補
助
・
繰
出
金
、
再
生

資
源
回
収
委
託
、
環
境
セ
ン
タ
ー
運
営
ほ
か
）、
公

害
対
策
費
（
環
境
現
況
調
査
委
託
ほ
か
）、
成
人
保

健
対
策
推
進
費
（
健
康
増
進
法
健
康
診
査
・
が
ん
検

診
・
予
防
接
種
委
託
ほ
か
）、母
子
衛
生
費
（
乳
幼
児
・

学
童
等
予
防
接
種
委
託
、
母
子
保
健
事
業
、
乳
児
・

妊
婦
健
診
委
託
ほ
か
）、
下
水
処
理
費
（
広
域
衛
生

組
合
負
担
金
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補

助
ほ
か
）

【
労
働
費　

９
万
７
千
円
】

①
労
働
費　

９
万
７
千
円
…
労
働
諸
費（
負
担
金
ほ
か
）

【
農
林
水
産
業
費  

４
億
５
５
２
７
万
５
千
円
】

① 

農
業
費　

３
億
４
３
６
９
万
７
千
円
…
農
業
委
員
会

費
（
委
員
報
酬
、
農
地
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
保
守
等

業
務
委
託
料
ほ
か
）、
農
業
総
務
費
（
人
件
費
、
緑

化
事
業
、
松
く
い
虫
防
除
委
託
、
ふ
る
さ
と
水
と
土

農
村
環
境
創
造
事
業
ほ
か
）、
農
業
振
興
費
（
経
営

所
得
安
定
対
策
事
業
、
水
田
集
積
事
業
ほ
か
）、
畜

群馬県明和町交流事業

防災訓練
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ご利用ください　町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

特集　決算
産
業
費
（
負
担
金
）、
農
地
費
（
資
源
保
全
地
域
協

議
会
交
付
金
、
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
事
業
負
担
金

ほ
か
）

② 
水
産
業
費　

１
億
１
１
５
７
万
８
千
円
…
水
産
振
興

費
（
水
産
振
興
対
策
事
業
補
助
ほ
か
）、漁
港
費
（
下

御
糸
漁
港
測
量
設
計
業
務
委
託
ほ
か
）

【
商
工
費　

５
９
７
２
万
６
千
円
】

① 

商
工
費　

５
９
７
２
万
６
千
円
…
商
工
総
務
費
（
町

商
工
会
補
助
ほ
か
）、
商

工
業
振
興
費
（
事
業
所
設

置
奨
励
金
、
負
担
金
ほ

か
）、
６
次
産
業
化
振
興

費
、
観
光
費
（
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
作
成
業
務
委
託
、
観

光
Ｐ
Ｒ
自
動
車
購
入
費
、

観
光
協
会
補
助
ほ
か
）

【
土
木
費　

８
億
８
４
１
６
万
４
千
円
】

① 

土
木
管
理
費　

１
億
３
５
２
万
６
千
円
…
土
木
総
務

費
（
人
件
費
、
土
木
設
計
シ
ス
テ
ム
保
守
管
理
委
託

ほ
か
）、
地
籍
調
査
費
（
調
査
測
量
委
託
料
ほ
か
）

② 

道
路
橋
梁
費　

５
億
８
２
８
３
万
１
千
円
…
道
路
橋

梁
総
務
費
（
道
路
台
帳
等
整
備
業
務
委
託
ほ
か
）、

道
路
橋
梁
維
持
費
（
道
路
維
持
修
繕
工
事
ほ
か
）、

道
路
新
設
改
良
費
（
道
路
舗
装
・
改
良
工
事
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
、
狭
あ
い
道
路
整
備
等

促
進
事
業
ほ
か
）

③ 

河
川
費
34
万
５
千
円
…
河
川
総
務
費
（
樋
門
管
理
委

託
ほ
か
）

④ 

都
市
計
画
費　

１
億
８
０
３
４
万
４
千
円
…
都
市
計

画
総
務
費
（
需
用
費
）、
公
園
費
（
公
園
管
理
委
託

ほ
か
）、
開
発
指
導
費
（
需
用
費
）、
下
水
道
費
（
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
ほ
か
）

⑤ 

住
宅
費　

１
７
１
１
万
８
千
円
…
住
宅
管
理
費
（
町

営
住
宅
浄
化
槽
維
持
管
理
委
託
ほ
か
）

【
消
防
費　

３
億
３
７
３
５
万
円
】

① 

消
防
費
３
億
３
７
３
５
万
円
…
常
備
消
防
費
（
松
阪

地
区
広
域
消
防
組
合
負
担
金
）、非
常
備
消
防
費
（
消

防
団
員
報
酬
・
費
用
弁
償
ほ
か
）、
消
防
施
設
費
（
消

火
栓
設
置
等
委
託
ほ
か
）

【
教
育
費　

17
億
３
９
２
４
万
１
千
円
】

① 

教
育
総
務
費
１
億
４
３
４
７
万
５
千
円
…
教
育
委
員

会
費
（
委
員
報
酬
ほ
か
）、
事
務
局
費
（
人
件
費
、

学
校
備
品
デ
ー
タ
移
行
業
務
委
託
ほ
か
）

② 

小
学
校
費　

２
億
２
８
７
０
万
９
千
円
…
学
校
管
理

費
（
人
件
費
、
土
地
購
入
費
、
負
担
金
ほ
か
）、
教

育
振
興
費
（
学
力
調
査
、
就
学
援
助
、
特
別
支
援
教

育
就
学
奨
励
ほ
か
）

③ 

中
学
校
費　

７
８
６
５
万
６
千
円
…
学
校
管
理
費（
人

件
費
、
需
用
費
、
負
担
金
ほ

か
）、
教
育
振
興
費
（
学
力

調
査
、
就
学
援
助
、
特
別
支

援
教
育
就
学
奨
励
ほ
か
）

④ 

幼
稚
園
費　

10
億
９
０
１
万

　

 

３
千
円
…
幼
稚
園
費（
人
件
費
、

需
用
費
、こ
ど
も
園
建
設
工
事
、

こ
ど
も
園
備
品
購
入
ほ
か
）

⑤ 

社
会
教
育
費　

２
億
４
１
６
２
万
３
千
円
…
社
会

教
育
総
務
費
（
人
件
費
ほ
か
）、
社
会
教
育
費
（
指

導
員
・
委
員
報
酬
ほ
か
）、

公
民
館
費
（
人
件
費
、
公
民

館
講
座
・
同
好
会
、
文
化
祭

ほ
か
）、
文
化
財
保
存
活
用

費
（
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
、

斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
、
発
掘
調
査
機
材
等

借
上
料
ほ
か
）、
ふ
る
さ
と
会
館
費
（
指
定
管
理
者

委
託
、
備
品
購
入
ほ
か
）

⑥  

保
健
体
育
費　

３
７
７
６
万

　

 

５
千
円
…
保
健
体
育
総
務
費

（
指
導
委
員
報
酬
、
体
育
協

会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
補
助

ほ
か
）、
体
育
施
設
費
（
指

定
管
理
委
託
ほ
か
）

【
公
債
費　

７
億
５
２
０
６
万
７
千
円
】

① 

公
債
費　

７
億
５
２
０
６
万
７
千
円
…
元
金
（
定
時

償
還
元
金
）、
利
子
（
定
時
償
還
金
利
子
）

【
諸
支
出
金　

３
億
５
７
５
８
万
７
千
円
】

① 

基
金
費　

２
億
９
４
０
８
万
７
千
円
…
教
育
・
福
祉

施
設
建
設
基
金
費
（
同
基
金
積
立
金
）、
一
般
財
政

調
整
基
金
費
（
同
基
金
積
立
金
）
ほ
か

② 

開
発
公
社
費　

６
３
５
０
万
円･･･

開
発
公
社
費

（
多
気
東
部
土
地
開
発
公
社
貸
付
金
）　　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

※ 

各
費
内
訳
の
合
計
は
、
千
円
未
満
単
位
の
端
数
調
整

に
よ
っ
て
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

斎王まつり

 みょうじょうこども園 町民文化祭

成人式
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広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

特集　決算

平
成
26
年
度 

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算

　平成 26 年度特別会計と水道事業会計（企業会
計）決算は、各グラフ等のとおりです。
※各グラフ等の内訳の計は、端数処理によって合計と一
致しない場合があります。各会計決算の詳細内容につい
ては、総務課（☎ 52 ・7111）へお問い合わせください。

国民健康保険特別会計：歳入 2,937,362,147
円、歳出 2,813,043,981 円、歳入歳出差引
額 124,318,166 円の黒字となりました。

後期高齢者医療特別会計：歳入 430,786,960
円、 歳 出 423,168,869 円、 歳 入 歳 出 差 引 額
7,618,091 円の黒字となりました。

斎宮跡保存事業特別会計：歳入 584,545,412 円、歳
出 562,894,195 円、歳入歳出差引額 21,651,217 円
の黒字となりました。

住宅新築資金等貸付事業特別会計：
歳入 46,970,355 円、歳出 27,301,416
円、歳入歳出差引額 19,668,939 円の
黒字となりました。

【斎宮跡保存事業特別会計】
歳入 5億8,454万5千円

歳入 29億3,736万2千円

歳出 5億6,289万4千円
歳出 28億1,304万4千円

国庫支出金
258,058千円

県支出金 45,944千円

総務費 508,952千円

町債    105,500千円

繰入金  165,165千円

繰越金     9,725千円
諸収入         53千円
寄附金       100千円

歴史的風致維持向上計画推進費

体験学習施設等管理費
276,729千円

26,222千円 ほか

公債費
53,942千円

歳入 4,697万円
【住宅新築資金等貸付事業特別会計】

県支出金  587千円

繰越金 28,631千円

諸収入 3千円
繰入金 貸付金等償還収入

16,675千円1,074千円

12千円
147,107千円

324,146千円

913千円

歳出 2,730万1千円
住宅新築資金等
貸付事業費

公債費 26,388千円

【国民健康保険特別会計】

国民健康
保険税
579,528千円

575,646千円
国庫支出金

県支出金
130,208千円

174,292千円701,525千円

475,379千円

2千円

111,880千円
182,102千円

6,800千円

療養給付費交付金前期高齢者交付金

共同事業
交付金

財産収入

諸収入

繰入金
繰越金

保健事業費 26,295千円

共同事業拠出金 428,296千円

前期高齢者納付金等 254千円

諸支出金 35,617千円
総務費 　  2,280千円

(保健事業費 6,351千円)
(特定健康診査等事業費 19,944千円)

老人保健拠出金
介護納付金

後期高齢者支援金等
1,849,037千円
保険給付費

【後期高齢者医療特別会計】
歳入 4億3,078万7千円

繰越金 5,596千円

繰入金

諸収入 4,832千円

151,919千円

268,440千円

後期高齢者
医療保険料

409,182千円

後期高齢者医療
広域連合納付金

歳出 4億2,316万9千円

総務費
8,932千円

5,055千円
諸支出金

歳入 3億359万9千円

歳出 2億9,803万4千円

【農業集落排水事業特別会計】

分担金及び負担金

使用料及び手数料
5,973千円

23,157千円

46,524千円

90,553千円

47,269千円

170,310千円

32,751千円

128,073千円

19,017千円

10,092千円

46,700千円

47,029千円

42,200千円

1,191千円
10,089千円

745千円

県支出金 15,500千円
国庫支出金

77,000
     千円

町債

繰入金

繰越金

財産収入
25,130千円諸収入

諸支出金

事業費

 維持管理費（ （
（ （ 施設建設事業費

ほか

公債費
 80,455千円

【介護保険特別会計】
歳入 20億8,609万5千円

保険料
387,232千円

455,244千円

289,542千円

48,224千円

553,698千円

49,537千円

51,959千円

国庫支出金

県支出金

1,876,823千円
保険給付費

支払基金交付金

301,391千円

93,984千円

142千円

4,862千円

繰入金

繰越金

財産収入

諸収入

歳出 20億2,654万3千円
総務費

諸支出金

地域支援事業費

【公共下水道事業特別会計】
歳入 2億7,425万5千円

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

116,822千円
繰入金

県支出金
繰越金

町債
132千円諸収入

歳出 2億6,397万1千円

141,541千円

122,430千円

事業費
(施設建設事業費 94,428千円)
(維持管理費 35,603千円)

 ほか

公債費
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ご利用ください　町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

特集　決算

公共下水道事業特別会計：歳入 274,254,657 円、
歳出 263,971,006 円、歳入歳出差引額 10,283,651
円の黒字となりました。

農業集落排水事業特別会計：歳入 303,598,798 円、
歳出 298,033,539 円、歳入歳出差引額 5,565,259
円の黒字となりました。

介護保険特別会計：歳入 2,086,095,023 円、歳出
2,026,543,089 円、歳入歳出差引額 59,551,934 円
の黒字となりました。

区　　分 決　算　額

収益的収入

水道事業収益 740,710 千円

　営業収益 356,709 千円

　営業外収益 384,001千円

収益的支出

水道事業費用 497,606千円

　営業費用 412,929 千円

　営業外費用 82,840 千円

　特別損失 1,837千円

区　　分 決　算　額

資本的収入

資本的収入 88,719 千円

　企業債 26,700 千円

　他会計補助金 8,674千円

　出資金 46,148千円

　工事負担金 7,197千円

資本的支出

資本的支出 248,124千円

　建設改良費 87,300 千円

　企業債償還金 160,824千円

【平成 26 年度水道事業（企業会計）決算】

歳入 3億359万9千円

歳出 2億9,803万4千円

【農業集落排水事業特別会計】

分担金及び負担金

使用料及び手数料
5,973千円

23,157千円

46,524千円

90,553千円

47,269千円

170,310千円

32,751千円

128,073千円

19,017千円

10,092千円

46,700千円

47,029千円

42,200千円

1,191千円
10,089千円

745千円

県支出金 15,500千円
国庫支出金

77,000
     千円

町債

繰入金

繰越金

財産収入
25,130千円諸収入

諸支出金

事業費

 維持管理費（ （
（ （ 施設建設事業費

ほか

公債費
 80,455千円

【介護保険特別会計】
歳入 20億8,609万5千円

保険料
387,232千円

455,244千円

289,542千円

48,224千円

553,698千円

49,537千円

51,959千円

国庫支出金

県支出金

1,876,823千円
保険給付費

支払基金交付金

301,391千円

93,984千円

142千円

4,862千円

繰入金

繰越金

財産収入

諸収入

歳出 20億2,654万3千円
総務費

諸支出金

地域支援事業費

【公共下水道事業特別会計】
歳入 2億7,425万5千円

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

116,822千円
繰入金

県支出金
繰越金

町債
132千円諸収入

歳出 2億6,397万1千円

141,541千円

122,430千円

事業費
(施設建設事業費 94,428千円)
(維持管理費 35,603千円)

 ほか

公債費
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広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

まちの話題
知
事
と
町
長
と
の
１
対
１
対
談

　

９
月
11
日
、
中
央
公
民
館
で
知

事
と
明
和
町
長
と
の
１
対
１
対
談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
「
斎
宮
跡
復
元
建
物

の
維
持
管
理
や
広
域
観
光
」「
漁

業
振
興
策
」「
三
重
国
体
に
関
す

る
施
設
整
備
支
援
」
に
つ
い
て
の

３
点
を
議
題
と
し
て
対
談
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

中
井
町
長
は
斎
宮
跡
復
元
建
物

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
様
々
な

形
で
の
支
援
を
要
望
し
た
の
に
対

し
て
鈴
木
知
事
は
「
復
元
建
物
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
県
が
事

業
面
で
支
援
す
る
な
ど
し
明
和
町

の
財
政
的
負
担
の
軽
減
に
努
め
て

い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し

た
。

斎
宮
跡
の
復
元
建
物
の
竣
工
式

　

９
月
26
日
、
平
安
時
代
の
斎
宮

の
役
所
「
斎
宮
寮
」
を
復
元
し
た

３
つ
の
建
物
の
竣
工
式
と
、
建
物

の
竣
工
を
記
念
し
て
第
15
回
い
つ

き
の
み
や
観
月
会
が
、
さ
い
く
う

平
安
の
杜
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竣
工
式
に
は
国
会
議
員
や
文
化

庁
の
職
員
、
町
や
工
事
関
係
者
な

ど
、
お
よ
そ
１
２
０
人
が
出
席
し

ー 

観
月
会
や
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
も 

ー

ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
鈴
木
知

事
は
「
11
回
の
見
学
会
で
延
べ

５
５
０
０
人
を
超
え
る
人
に
き
て

い
た
だ
き
、
復
元
建
物
に
対
す
る

期
待
感
や
注
目
の
高
さ
を
伺
う
こ

と
が
で
き
た
。
当
時
の
斎
宮
を
体

感
し
て
頂
く
に
十
分
な
建
物
に

な
っ
た
と
思
う
」
と
語
り
、
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
中
井
町
長
は

「
土
地
を
提
供
頂
い
た
皆
さ
ん
や

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
こ
の

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
は
こ
の
施
設
の
活
用
が
課
題
。

地
域
活
性
化
の
た
め
に
努
力
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

挨
拶
の
後
に
は
、
正
殿
前
の
ス

テ
ー
ジ
で
、
町
内
小
学
生
と
斎
宮

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
伊

勢
物
語
の
群
読
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

竣
工
式
の
後
に
は
、
い
つ
き
の

み
や
観
月
会
が
行
わ
れ
、
復
元
建

物
前
に
作
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
、
明
和
音
頭
や
斎
王
の
舞
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
復
元
建
物
の
完
成
を
記

念
し
、「
祈
り
を
捧
げ
た
皇
女
た

ち
の
物
語
２
０
１
５
」
と
し
て
明

和
町
出
身
の
長
岡
成
貢
さ
ん
に
よ

る
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
、

日
本
書
紀
の
一
節
に
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
つ
け
た
曲
や
斎
王
の
舞
な
ど
、

長
岡
さ
ん
が
作
曲
し
た
８
曲
が
演

奏
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
そ
の

音
色
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

27
日
に
は
「
こ
ど
も
わ
い
わ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
、

西
脇
殿
で
斎
宮
に
関
す
る
写
真
パ

ネ
ル
展
示
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
音

楽
コ
ン
サ
ー
ト
や
地
元
キ
ャ
ラ
大

集
合
、
ミ
ニ
し
ま
か
ぜ
電
車
に
乗

れ
る
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
両
日
を
通
じ
て
復
元
道

路
で
は
物
産
展
が
開
か
れ
、
明
和

町
や
松
阪
・
伊
勢
志
摩
地
域
の
物

産
品
を
求
め
る
人
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

知事と町長の対談（中央公民館）

地元キャラ大集合（9月27日）

記念コンサート（9月26日）

正殿前でテープカットが行われました（9月26日）
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ご利用ください　町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

まちの話題
　

10
月
11
日
、
明
和
町
体
育
協
会

主
催
の
平
成
27
年
度
め
い
わ
ス

ポ
ー
ツ
ま
つ
り
が
明
和
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
朝
か
ら
の
降
雨
に
よ

り
開
始
時
間
が
遅
れ
た
も
の
の
、

無
事
全
種
目
が
行
わ
れ
、
各
地
区

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
老
人
会
な
ど
幅
広
い
年

代
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
小
・
中
学
生
に
よ
る
校

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
【
明
和
町
体
育
協
会
主
催
】

　各種スポーツ大会等（平成 26 年９月１日～平成 27 年８月 31 日）で、東海地区大会以上への出場・県大会３位
以上の成績を収めた次の皆さんが、町長・町体育協会長表彰を受賞しました。
　皆さん、おめでとうございます。 （敬称略、順不同）
明和町長表彰
■町長表彰　加藤丈一郎 = 陸上
明和町体育協会長表彰
■団体　 ▽ソフトテニス = 明和中学校男子ソフトテニス部　 ▽ソフトボール = みえダンディーズ、明和・雅スポー
ツ少年団、明和中学校ソフトボール部、若竹スポーツ少年団
■個人　 ▽陸上 = 浅井鈴香、乾　颯人、中川真友、西場秀伍、野田奈津実　 ▽サッカー = 鈴木雄太、西山和良　

▽テニス = 副田温斗、前山亜美果　 ▽バレーボール = 浅沼真紀子、宇田圭吾、奥田真央、下井　樹、辻　崚雅、
西村悠希、堀口　峻、正木　茜　 ▽ソフトテニス = 須賀隆登、須賀夏希　 ▽卓球 = 村上悠馬　 ▽軟式野球 = 喜多
速斗、鈴木優空、竹内大翔、山下愛翔、渡邉翔太　 ▽柔道 = 大山ちはる、松下達也、宮本ほの、宮本やほ、宮本
凌河　 ▽ソフトボール = 小林　彩、須賀真司、田畑友康、田村虹月、田村風月、中北祐梨、濱口幸美、早田智香、
松下華菜、松嶋俊樹、村田陽菜、山根里菜　 ▽バドミントン = 田端亜弥、辻井清加、中川遼祐、中西亮子、中山颯太、
原心之介、原　七海　 ▽弓道 = 池田雅基　 ▽剣道 = 江崎智也、頓部真央　 ▽アーチェリー = 寺岡ゆかり、早川進
也　 ▽野球 = 奥田昌宏、下村総大、世古口哲哉、西村友博、松本憲裕　 ▽フットサル = 出口誉子

町長・町体育協会長表彰受賞者の皆さん

区
対
抗
リ
レ
ー
や
地
区
別
の
年
代

別
の
リ
レ
ー
、
仮
装
し
て
の
リ

レ
ー
も
行
わ
れ
た
ほ
か
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
よ
る
ビ
ッ
ク
ポ
ー
ル

パ
ス
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
和
音
頭
な
ど
の
踊
り

に
は
中
学
生
な
ど
も
多
く
参
加
し

て
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
後
に
は
恒
例
の
抽
選
会
も

行
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
秋

の
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

順次発送開始
「通知カード」がみなさんに届きます
　住民票を有する全ての方に 12 ケタのマイナンバー（個人番号）をお知ら
せする「通知カード」が、10 月中旬から 11 月末にかけて送付されます。
　平成 28 年１月から社会保障・税の手続きにマイナンバーが必要となりま
すので、お手元に届きました通知カードは、大切に取扱い、なくさないよう
にしてください。

●送付先　住民票の住所
●送付方法　簡易書留（転送不要郵便）
●送付されてくるもの　
　①通知カード、個人番号カード交付申請書（世帯主宛で世帯全員分が封入）
　②個人番号カード申請用封筒（１枚）
　③マイナンバー制度の説明書

※ 個人番号カード申請封筒は１枚しか送られてきませんので、同一世帯で個人
番号カードを希望される方が複数みえる場合は、まとめて申請してください。

※ 個人番号カードは、スマートフォンでの申請も可能です。詳しくは同封さ
れたパンフレットをご覧ください。

　簡易書留郵便は、不在で受け取れなかった場合は、郵便局で一定期間保管
されますが、手続きがないと役場へ返されます。
　12 月になってもお手元に届かない場合は、役場へ問い合わせてください。
≪お問い合わせ先≫
○マイナンバー制度について
　マイナンバーコールセンター　☎ 0570・20・0178
　　平日 午前９時 30 分～午後 5 時 30 分
○通知カードについて　
　個人番号カードコールセンター　☎ 0570・783・578
　　平日 午前８時 30 分～午後 10 時、土・日・祝　午前９時 30 分～午後 5 時 30 分
　人権生活環境課 戸籍住民係　　☎ 52・7114
　　平日 午前８時 30 分～午後 5 時 15 分 校区対抗小学生男子リレー

明和音頭などの踊りも
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広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

まちの話題

町
内
ご
長
寿
の　

皆
さ
ん
に
祝
詞
を
贈
呈

　

明
和
町
で
は
敬
老
福
祉
大
会
の

日
を
前
に
、
町
内
の
平
成
27
年
度

最
高
齢
者
、
１
０
０
歳
到
達
者
や

夫
婦
と
も
に
88
歳
以
上
と
な
ら
れ

た
皆
さ
ん
に
、
長
寿
の
お
祝
い
の

祝
詞
と
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
し

た
。

　

９
月
24
日
に
は
勝
見
の
北
岡
美

佐
男
さ
ん
（
１
０
０
歳
到
達
者
）

を
中
井
町
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

北
岡
さ
ん
は
、
健
康
の
秘
訣
を

「
暴
飲
暴
食
を
し
な
い
こ
と
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
25
日
に
は
、
北
藤

原
の
北
山
志
づ
さ
ん
（
町
内
最
高

齢
者
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

北
山
さ
ん
は
「
こ
ま
か
い
作
業

が
得
意
で
、
絵
を
描
く
こ
と
が
好

き
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
祝
詞
な
ど
を
お
贈

り
し
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

■
町
内
最
高
齢
者

北
山　

志
づ
（
北
藤
原
）

■
１
０
０
歳
到
達
者

西
し
か
江
（
金
剛
坂
）、
山
根
き

ぬ
（
金
剛
坂
）、北
岡
美
佐
男
（
斎

宮
）

　

９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か

け
て
、
町
内
の
小
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
所
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

９
月
19
日
の
明
星
小
学
校
運
動

会
で
は
、「
走
る
跳
ぶ
舞
う
輝
け

全
力
で
! !
」
の
テ
ー
マ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

組
体
操
や
ダ
ン
ス
、
リ
レ
ー
な

【
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
】

■
88
歳
以
上
夫
婦

石
田
茂
・
た
づ
子
（
大
淀
）、
中

川
政
男
・
あ
や
子
（
大
淀
）、
岩

本
忠
義
・
登
喜
子
（
坂
本
）、
潮

田
勲
・
和
子
（
馬
之
上
）、
辻
末

夫
・
久
子
（
馬
之
上
）
横
田
眞
一
・

ま
さ
子
（
根
倉
）、
小
林
喜
久
男
・

ち
か
（
斎
宮
）、
野
村
文
吉
・
た

つ
子
（
明
星
）、
石
田
誠
一
・
よ

し
（
有
爾
中
）、
樋
口
静
男
・
登

志
子
（
有
爾
中
）

小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
で
運
動
会

ど
多
く
の
競
技
が
行
わ
れ
、
短
距

離
走
で
は
児
童
ら
が
懸
命
に
走
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
３
日
に
は
3
つ
の

保
育
所
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、

さ
さ
ふ
え
保
育
所
で
は
か
け
っ
こ

や
ダ
ン
ス
、
リ
レ
ー
な
ど
13
種
目

の
演
目
が
行
わ
れ
、
園
児
ら
は
楽

し
そ
う
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

野村文吉さん・たつ子さん

斎宮幼稚園（9月26日） ささふえ保育所（10月3日）

なりひら保育所（10月3日） みどり保育所（10月3日） みょうじょうこども園（10月3日）

上御糸小学校（9月19日）明星小学校（9月19日）
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ご利用ください　町民バス １乗車100円（小学生以上）
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広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

まちの話題
上
野
会
式

　

９
月
12
日
、
上
野
の
安
養
寺

境
内
で
恒
例
の
会
式
が
行
わ
れ
、

し
ょ
ん
が
い
な
ど
の
踊
り
と
子
ど

も
み
こ
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
上
野
地
区
の
ほ
か
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
参
加

し
、
太
鼓
や
音
頭
に
あ
わ
せ
て
踊

り
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
子
ど
も
た

ち
は
手
作
り
の
み
こ
し
を
担
い
で

境
内
を
練
り
歩
く
な
ど
、
楽
し
そ

う
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

７月に町長の激励を受けて、全国大会で健闘された皆さんの結果を報告します。

個人の部
名　　前 住所 競技名 結果

頓部　真央 佐田
第 50 回記念全国道場少年剣道大会（中学生女子の部）

　　　　　　　　　　　　　　　　 （中学生団体の部）

１回戦敗退

１回戦敗退

江崎　智也 斎宮 第 50 回記念全国道場少年剣道大会（中学生団体の部） １回戦敗退

中山　颯太 内座
第 16 回全国小学生ＡＢＣバドミントン大会（男子個人） Ｂグループ（小学生３・

４年生）ベスト 16

第 31 回若葉カップ全国小学生バドミントン大会（男子団体） ベスト８

原　心之介 内座 第 31 回若葉カップ全国小学生バドミントン大会（男子団体） ベスト８

中川　遼祐 根倉 第 31 回若葉カップ全国小学生バドミントン大会（男子団体） ベスト８

原　七海 内座 第 31 回若葉カップ全国小学生バドミントン大会（女子団体） 決勝トーナメント 1 回
戦敗退

辻井　清加 根倉 第 31 回若葉カップ全国小学生バドミントン大会（女子団体） 決勝トーナメント 1 回
戦敗退

鈴木　優空 上野 第 20 回高野山旗全国学童軟式野球大会 ベスト８

竹内　大翔 斎宮 第 20 回高野山旗全国学童軟式野球大会 ベスト８

喜多　速斗 山大淀 第 20 回高野山旗全国学童軟式野球大会 ベスト８

山下　愛翔 上野 第 20 回高野山旗全国学童軟式野球大会 ベスト８

渡邉　翔太 池村 第 20 回高野山旗全国学童軟式野球大会 ベスト８

８月に町長の激励を受けて、全国大会で健闘された皆さんの結果を報告します。

池田　雅基 山大淀 平成 27 年度全国高等学校総合体育大会弓道競技大会
（個人競技・男子の部） 予選敗退

大山　ちはる 大淀 平成 27 年度全国高等学校総合体育大会柔道競技大会
（女子個人 78㎏級） ベスト 16

団体
団体名 住所 競技名 結果

雅スポーツ少年団 第 10 回びわこオープン全国ジュニアソフトボール大会 予選トーナメント敗退

若竹スポーツ少年団 第 10 回びわこオープン全国ジュニアソフトボール大会 ベスト８

（順不同、敬称略）

平成27年度全国大会等出場者の結果報告（明和町教育委員会）
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広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

まちの話題
８
５
０
人
が
長
寿
を
お
祝
い

平
成
27
年
度
敬
老
福
祉
大
会

【
町
老
ク
連
と
町
が
共
催
】

　地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、人工衛
星などを通じて瞬時に伝達するシステム（通称Ｊア
ラート）を用いた情報伝達訓練が実施されます。防
災行政無線機器を自動的に起動させ、住民の皆様に
情報が伝達できるかどうかを確認するための試験で
す。各世帯の戸別受信機と、各地域の屋外拡声子局
から、最大音量の訓練放送が流れますので、ご留意
いただきますようお願いいたします。
※災害等の発生により訓練が中止となる場合もあり
ます。
■日　　時　11 月 25 日（水）午前 11 時頃
■放送内容　 チャイム音ののち、「これは、テストで

す」の文言が３回流れます。
　詳しくは、防災企画課防災係（☎ 52・7110）に
お問い合わせください。

■ 最大震度別地震回数 （平成27年９月１日〜 31日）

※役場に設置の計測震度計による。

震　度 1 2 3 4 5 弱 5 強 6 弱 6 強 7 合計
全　国 80 37 11 1 1 0 0 0 0 130

明和町※ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

■ 町内の治安情勢 （平成27年８月１日〜 31日、概数）
手　　口 件数（前月比） 手　　口 件数（前月比）

空き巣ねらい 0（　 0） オートバイ盗 0（－ 2）
忍び込み 0（－ 1） 自転車盗 1（　 1）
部品ねらい 2（　 2） その他 15（　 5）
車上ねらい 0（－ 3） 合　　計 18（　 2）

■ 町内の交通事故発生状況 （平成27年９月14日現在）
平成 27 年８月

（ 概　　　 数 ）
平成 27 年１月
か ら の 累 計 前年比（累計）

交通事故総件数 61 件 478 件 9 件
人身事故件数 11 件 86 件 9 件

負傷者数 16 人 110 人 10 人
死者数 0 人 3 人 0 人

物損事故件数 50 件 392 件 0 件

三河川の水質

採水日 （平成27年９月14日）

河川名
項　　　目

ＰＨ ＢＯＤ ＳＳ ＤＯ

祓　川（下御糸橋） 6.8 検出せず 2.8 6.1

笹笛川（八木戸橋） 6.8 0.6 5.2 6.4

大堀川（大堀川橋） 6.4 0.6 2.8 5.2

参考：Ｂ類型（笹笛
川）の環境基準値

6.5以上
8.5以下 3.0以下 25.0以下 5.0以上

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前
後が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が
微生物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川
の汚濁を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊してい
る微細な固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素量＝水中に溶解している酸素
量で、汚濁が著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できな
くなる）
※ＢＯＤ・ＳＳ・ＤＯの単位＝ mg/ℓ

　

10
月
４
日
、総
合
体
育
館
で「
平

成
27
年
度
明
和
町
敬
老
福
祉
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
福
祉
大
会
は
、
町
内
の
高

齢
者
の
皆
さ
ん
の
長
寿
を
祝
い
、

演
芸
大
会
な
ど
を
通
じ
て
参
加
者

の
皆
さ
ん
の
交
流
と
親
ぼ
く
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
明
和
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
（
桐
井 

恵
一
会

長
）
と
明
和
町
が
例
年
こ
の
時
期

に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
町
内
の
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
と
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
ら
約
８
５
０
人
が
参
加
。

式
典
で
は
、
こ
の
１
年
間
に
亡
く

な
ら
れ
た
会
員
へ
の
黙
と
う
が
捧

げ
ら
れ
た
後
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

で
町
内
各
地
区
高
齢
者
の
皆
さ
ん

の
お
名
前
が
披
露
さ
れ
、
続
い
て

大
会
宣
言
と
万
歳
三
唱
を
行
い
長

寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
演
芸
会
が
行
わ

れ
、
町
内
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
が
出
演
し
、
唄
や
踊
り
な
ど

多
彩
な
演
芸
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
を用いた全国一斉情報伝達訓練の実
施について

　　10月の人口

総人口：23,157人
　　男：11,180人
　　女：11,977人
世帯数：　8,639世帯

  　９月中の
　  主な増減
出　生：   14人
死　亡：   20人
転入等：   53人
転出等：   46人

人 の う ご き
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ご利用ください　町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

く　ら　し
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
22
案
件
を
審
議
・
可
決

　

平
成
27
年
第
３
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
９
月
9
日
か
ら
18
日
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
木
造
住
宅
耐
震

補
強
工
事
補
助
、
予
防
接
種
委
託
料
の
増
額
な
ど
）
を
は
じ
め
、
特
別

会
計
補
正
予
算
や
平
成
26
年
度
各
会
計
の
決
算
な
ど
を
審
議
し
、
22
案

件
（
同
意
1
件
、
議
案
12
件
、
認
定
9
件
）
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

一
般
会
計
の
補
正

　

平
成
27
年
度
明
和
町
一
般
会
計

予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
１
４
６
０
万
円
を
増
額
し
、

総
額
を
83
億
３
３
０
０
万
円
と
し

ま
し
た
。
歳
出
補
正
予
算
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
総
務
費
＝
５
８
８
６
万
３
千
円

増
額

　

ふ
る
さ
と
納
税
謝
礼
の
増
額
な
ど

■
民
生
費
＝
１
３
３
万
８
千
円
増

額
　

保
育
所
施
設
等
修
繕
料
の
増
額

な
ど

■
衛
生
費
＝
31
万
５
千
円
増
額

　

旅
費
の
増
額
な
ど

■
農
林
水
産
業
費
＝
１
３
０
２
万

５
千
円
増
額

　

水
田
集
積
事
業
助
成
金
、
排
水

機
場
導
水
路
法
面
等
改
修
工
事
の

【
平
成
27
年
第
３
回
明
和
町
議
会
定
例
会
】

増
額
な
ど

■
土
木
費
＝
４
０
５
万
円
減
額

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
の
減
額

■
教
育
費
＝
４
３
０
万
９
千
円
増

額
　

小
学
校
施
設
管
理
費
の
増
額
な

ど■
諸
支
出
金
＝
４
０
８
０
万
円
増

額
　

一
般
財
政
調
整
基
金
積
立
金

※
こ
れ
ら
の
歳
出
補
正
予
算
に
伴

う
財
源
（
歳
入
）
と
し
て
、
使

用
料
及
び
手
数
料
９
万
円
、
国

庫
支
出
金
８
７
４
万
１
千
円
、

県
支
出
金
２
３
２
万
円
、
寄
附

金
５
０
０
０
万
円
、
繰
入
金

１
３
４
３
万
４
千
円
、
諸
収

入
８
３
１
万
５
千
円
、
町
債

３
１
７
０
万
円
の
増
額
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

特
別
会
計
等
の
補
正

　

平
成
27
年
度
明
和
町
各
特
別
会

計
の
歳
出
補
正
予
算
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計

＝
７
０
０
万
円
増
額
（
総
額

９
億
２
５
６
０
万
円
）

　

土
地
公
有
化
事
業
の
増
額
な
ど

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
＝

８
７
１
万
３
千
円
増
額
（
総
額

30
億
６
１
７
１
万
３
千
円
）

　

過
年
度
国
県
等
支
出
金
返
還
金

の
増
額
な
ど

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
＝

１
３
２
５
万
円
増
額
（
総
額

５
億
６
７
２
５
万
円
）

　

施
設
建
設
工
事
ほ
か

■
介
護
保
険
特
別
会
計
＝

２
７
３
７
万
６
千
円
増
額
（
総
額

21
億
６
０
３
７
万
６
千
円
）

　

前
年
度
繰
越
金
の
増
額
な
ど

■
水
道
事
業
会
計=

資
本
的
支

出
を
１
１
０
３
万
４
千
円
増
額

そ
の
ほ
か
の
議
案
・

認
定
・
発
議

　

各
会
計
補
正
予
算
関
係
の
ほ

か
、
可
決
さ
れ
た
議
案
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
同　

意
】

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

に
つ
い
て

【
議　

案
】

■
菊
狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合
の

解
散
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

■
菊
狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合
の

解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

■
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
明
和
町
半
島
振
興
対
策
実
施
地

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
特
例

措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

■
明
和
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

■
平
成
26
年
度
明
和
町
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て

【
認　

定
】

■
平
成
26
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
ほ
か

※
詳
し
く
は
、
本
紙
２
～
７
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
発　

議
】

■
明
和
町
公
共
施
設
等
建
設
特
別

委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

■
大
淀
地
区
内
の
牛
舎
建
設
反
対

に
関
す
る
意
見
書

■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

存
続
と
更
な
る
充
実
を
求
め
る
意

見
書

■
教
職
員
定
数
改
善
計
画
の
策

定
・
実
施
と
教
育
予
算
拡
充
を
求

め
る
意
見
書

■
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
と

就
学
・
修
学
支
援
に
関
わ
る
制
度

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書　

■
防
災
対
策
の
充
実
を
求
め
る
意

見
書
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広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

く　ら　し
町
営
住
宅
３
戸
分
の
入
居
者
を
募
集

明
和
町
営
住
宅
上
御
糸
団
地
３
戸
分
の
入
居
者
を
、
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
募
集
期
間
内
に
明
和
町

ま
ち
整
備
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
募
集
戸
数
等　

①
募
集
団
地
＝

上
御
糸
団
地
（
明
和
町
大
字
佐
田

地
内
）
②
戸
数
＝
３
戸
（
優
先
対

象
者
枠
＝
１
戸
、
一
般
対
象
者
枠

【
募
集
期
間
は
11
月
16
日
～
30
日
】

＝
２
戸
）、
③
間
取
り
＝
２
Ｄ
Ｋ

（
床
面
積
57
㎡
）

■
募
集
期
間　

11
月
16
日
（
月
）

～
30
日
（
月
）（
土
・
日
曜
日
と

祝
日
を
除
く
）、
受
付
時
間
は
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
申
込
書
の
交
付
は
、
11
月
９
日

（
月
）
か
ら
役
場
ま
ち
整
備
課
窓

口
で
行
い
ま
す
。
郵
送
に
よ
る
申

し
込
み
は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
ま
ち
整
備
課
窓
口
へ
申

込
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
必
要
書
類　

申
込
書
、
住

民
票
、
完
納
証
明
書
、
所
得
証
明

書
、
そ
の
他
必
要
書
類

■
入
居
者
資
格　

入
居
申
し
込
み

す
る
場
合
は
、
次
の
各
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

①
明
和
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務

先
が
あ
る
こ
と

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
こ
と

③
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と④
原
則
と
し
て
、
同
居
す
る
親
族

ま
た
は
同
居
予
定
の
親
族
が
あ
る

こ
と
※
次
の
ア
～
オ
に
該
当
す
る

人
は
、
単
身
で
も
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
。
ア
＝
60
歳
以
上
（
た
だ

し
、
経
過
措
置
と
し
て
昭
和
31
年

４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
を
含

む
）
の
人
、イ
＝
身
体
障
害
者
（
１

級
～
４
級
）。
た
だ
し
、
常
時
の

介
護
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
居

宅
に
お
い
て
そ
の
介
護
が
常
に
受

け
ら
れ
る
こ
と
、
ウ
＝
Ｄ
Ｖ
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

被
害
者
、エ
＝
生
活
保
護
受
給
者
、

オ
＝
戦
傷
病
者
等

⑤
収
入
が
公
営
住
宅
法
に
定
め
る

基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

⑥
そ
の
他
「
明
和
町
営
住
宅
管
理

条
例
」
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る■
家
賃
等　

入
居
者
の
収
入
金
額

等
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

■
選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び

公
開
抽
選
に
よ
っ
て
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。

■
入
居
可
能
日　

平
成
28
年
２
月

１
日
（
月
）

■
優
先
対
象
者　

前
記
「
入
居
者

資
格
」
を
有
し
、
か
つ
上
表
の
要

件
に
該
当
す
る
世
帯
は
「
優
先
対

象
者
」
と
し
、
優
先
対
象
者
枠
の

１
戸
に
つ
い
て
一
般
対
象
者
に
先

立
っ
て
抽
選
を
行
い
、
優
先
対
象

者
枠
抽
選
に
落
選
し
た
場
合
も
、

再
度
一
般
対
象
者
枠
で
抽
選
に
参

加
で
き
ま
す
。
優
先
対
象
者
に
該

当
す
る
人
は
、
そ
の
資
格
を
証
す

る
書
類
を
必
ず
申
込
書
に
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
添
付
書
類
が

な
い
場
合
は
「
一
般
対
象
者
」
扱

い
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ま
ち
整
備
課
（
☎

52
・
７
１
１
９
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【優先対象者】
区
分 世帯の内容 証明書等 発行者

発行先

母
子
世
帯

20 歳未満の子と生計を一にしている
配偶者のない（戸籍上離婚が成立し、
親権を取得している）女子で構成さ
れた世帯（離婚が成立していなくて
もＤＶ（ドメスティックバイオレン
ス）により事実上婚姻が破綻してい
る場合は、母子世帯とみなします）

母子世帯であることが確認で
きる書類 市町村役場等

高
齢
者
世
帯

満 60 歳以上の者及びその親族であ
る配偶者又は 18 歳未満の児童もし
くは 1 級から 4 級までの身体障害
者や最重度・重度及び中度の知的障
害者又は 1 級及び 2 級の精神障害
者のみで構成された世帯

住民票の謄本 市町村役場

心
身
障
害
者
世
帯

身体障害者等の障害者がいる世帯

身体障害者証明書（1 ～ 4 級）
又は身体障害者手帳の写し。知
的障害者（児）証明書又は療育
手帳の写し。精神障害者証明書

（1 ～ 2 級）又は精神障害者保
護福祉手帳の写し。戦傷病者証
明書又は戦傷病者手帳の写し

福祉事務所長、
身体障害者更
生相談所長、
知的障害者更
生相談所長

11
月
の
町
税
・
保
険
料
納
期

　

11
月
の
町
税
・
保
険
料
納

付
は
次
の
と
お
り
で
す（
年
金

天
引
き
を
除
く
）。

■
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
＝
各
第
８
期
分
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
＝
第
５
期
分

■
納
期
限
＝
11
月
30
日
（
月
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
11
月

27
日
（
金
）に
振
替
し
ま
す
。

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時　

11
月
11
日
（
水
）、

11
月
25
日
（
水
）、
各
日
と
も

午
後
５
時
15
分
〜
８
時
30
分

■
場
所
と
内
容　

税
務
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時　

11
月
１
日
・
８
日
・

15
日
・
22
日
・
29
日
（
各
日
曜

日
）、
各
日
と
も
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時

15
分

■
場
所
と
内
容　

会
計
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付

　
　
　

◇　
　
　
　

 

◇

※
町
税
・
保
険
料
納
付
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
税
務
課
（
☎

52
・
７
１
４
３
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ご利用ください　町民バス １乗車100円（小学生以上）
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広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

お知らせ

町長日曜座談会　11月29日・12月20日
　明和町では、町民の皆さんと町長の直接対話や情
報交換を通して、その声を積極的に町政に取り入れ
ていくため、毎月１回「町長日曜座談会」を実施し
ています。11月と 12月の日程等は次のとおりです。
■日時＝①11月29日（日）　午前９時～正午…申込
期限＝11月24日（火）、②12月20日（日）　午前９時
～正午…申込期限＝12月14日（月）　■場所＝役場
庁舎２階　町長室　■対象＝町内に在住する人、ま
たは町内に在住・在勤する人で構成する各種団体・
グループなど　■申し込み＝所定の申込書に必要事
項（希望テーマなど）を記入のうえ、防災企画課へ提
出してください。（土曜日と祝日を除く。午前８時
30分～午後５時15分）※申込者多数の場合は、先着
順とさせていただきます。詳しくは、防災企画課（☎
52・7112）へお問い合わせください。

11
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

　

11
月
の
日
曜
（
窓
口
）開
庁
予
定
日
は

次
の
と
お
り
で
す
。
平
日
に
役
場
の
ご

利
用
が
困
難
な
人
は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓

口
）開
庁
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
11
月
の
日
曜
（
窓
口
）開
庁
予
定
日
時

　

11
月
１
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29

日
（
各
日
曜
日
）、
各
日
と
も
午
前
８
時

30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分

※
取
扱
事
務
は「
窓
口
事
務
」
が
中
心

に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、
事
前
に

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
URL http://w

w
w

.tow
n.m

eiw
a.m

ie.jp/

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
（
☎
52
・
７
１
１
１
）へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

11
月
15
日
に 

空
き
缶
ゼ
ロ
運
動

　

明
和
町
と
明
和
町
環
境
対
策
推
進
委
員
会
は
今
年
の
「
空
き
缶
ゼ
ロ

運
動
環
境
美
化
行
動
の
日
」
を
11
月
15
日
（
日
）
に
定
め
、
全
町
一
体

と
な
っ
て
空
き
缶
な
ど
の
回
収
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
町
が
、
空
き
缶
や
空
き
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

が
捨
て
ら
れ
て
い
な
い
、
き
れ
い
な
町
に
な
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご

参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
き
れ
い
な
町
を
め
ざ
し
て
】

皆
さ
ん 

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い

■
回
収
日
時　

11
月
15
日
（
日
）

午
前
８
時
～
９
時

■
集
合
時
間　

各
自
治
会
で
決
定

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
回
収
区
域　

集
落
の
周
辺

※
交
通
量
の
多
い
所
や
踏
切
周
辺

等
の
危
険
な
所
は
避
け
、
安
全
に

は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
回
収
用
の
袋　

各
自
治
会
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
。

■
回
収
す
る
も
の　

空
き
缶
、
空

き
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

■
回
収
し
た
空
き
缶
な
ど
の
収
集

自
治
会
で
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
か
ら
出
た

ゴ
ミ
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
中
止
の
場
合　

午
前
７
時
す
ぎ

に
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
生
活
環
境
課

環
境
・
住
民
協
働
係
（
☎ 
52 
・

７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

宝くじ助成で各種整備を実施しました
　財団法人自治総合センターの宝くじの社会貢献広報
事業「コミュニティ助成事業」を活用し、27 年度事
業として馬之上自治会が、屋外スピーカー他放送設備
の整備を行いました。今後のコミュニティ活動の推進
に活用いただきます。

＜宝くじの広報表示＞ http://www.jichi-sogo.jp/enterprise より
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広報めいわ　　　　11月号平成27年
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お知らせ

人
権
セ
ン
タ
ー
楽
し
い
手
作
り
教
室

ひと・まち・
ふれあい企画

人権センター

【
皆
さ
ん 

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

○
伊
勢
型
紙
で
干
支
の
ミ
ニ

色
紙
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

　

来
年
の
干
支
の
図
柄
数
点
か
ら

あ
な
た
の
好
き
な
一
枚
を
選
び
、

干
支
飾
り
を
作
り
ま
す
。

■
日　

時　

11
月
16
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
定　

員　

18
人
（
先
着
順
）

■
講　

師　

山
中　

師
之
さ
ん

■
参
加
費　

６
０
０
円

■
持
ち
物　

新
聞
紙

■
申
込
期
間　

11
月
９
日
（
月
）

～
13
日
（
金
）

○
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
入
門
！

　

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
と
は
、
花
や

木
な
ど
植
物
に
由
来
す
る
芳
香
成

分
（
精
油
）を
用
い
て
、
心
身
の

健
康
や
美
容
を
増
進
す
る
技
術
の

こ
と
で
、
身
近
な
も
の
に
は
、
お

香
や
香
水
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
に
自
然
の
香
り
を
取
り
入

れ
て
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
た
り
心

身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
蜜
ろ
う
と
お
好
き
な

香
の
精
油
を
加
え
た
１
０
０
％
天

然
成
分
の
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
を
作

り
ま
す
。

■
日　

時　

11
月
19
日
（
木
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

■
講　

師　

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
ア

ド
バ
イ
ザ
ー　

中
井
ア
カ
ネ
さ
ん

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
エ
プ
ロ
ン

■
申
込
期
間　

11
月
９
日
（
月
）

～
13
日
（
金
）

○
連
鶴
を
作
ろ
う
！

　

お
正
月
飾
り
に
ふ
さ
わ
し
い
紅
金

５
羽
と
２
羽
の
２
種
類
の
連
鶴
の
折

り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

桑
名
の
連
鶴
の
初
級
版
で
す
。

■
日　

時　

11
月
26
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

■
講　

師　

中
西　

昌
代
さ
ん

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
持
ち
物　

は
さ
み
、
30
㎝
以
上

の
定
規
、
筆
記
用
具

■
申
込
期
間　

11
月
９
日
（
月
）

～
13
日
（
金
）

○ 

注
連
飾
り
を
作
ろ
う
！

　

稲
わ
ら
を
使
っ
て
注
連
飾
り
を

作
り
ま
す
。

　

蘇
民
将
来
や
家
内
安
全
の
札
や

橙
を
付
け
る
と
、
り
っ
ぱ
な
注
連

飾
り
の
完
成
で
す
。

■
日　

時　

12
月
３
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

■
講　

師　

沖
塚　

正
美
さ
ん　

（
沖
塚
し
め
な
わ
工
房
代
表
）

■
参
加
費　

１
５
０
０
円

■
持
ち
物　

万
能
バ
サ
ミ
、
新
聞
紙

■
申
込
期
間　

11
月
16
日
（
月
）

～
20
日
（
金
）

11
月
27
日
に

映
画
上
映
会
を
開
催

【
ほ
っ
と
心
あ
た
た
ま
る
】

　

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
映
画
上

映
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

忙
し
い
毎
日
の
中
、
ち
ょ
っ
と

立
ち
止
ま
っ
て
、
人
権
セ
ン
タ
ー

の
映
画
上
映
会
で
「
心
あ
た
た
ま

る
」
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

11
月
27
日
（
金
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場　

所　

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

映
画
「
し
ゃ
べ
れ
ど

も
し
ゃ
べ
れ
ど
も
」（
出
演
者　

国
分
太
一
（
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
）、
香
里

奈
、
八
千
草
薫　

ほ
か
）の
上
映

※
詳
し
く
は
、人
権
セ
ン
タ
ー（
☎

55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

○
お
正
月
の
寄
せ
植
え
を
作
ろ
う
！

　

 

竹
や
松
を
使
っ
て
、
新
年
を
彩
る

寄
せ
植
え
を
作
り
ま
す

■
日　

時　

12
月
７
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
～
正
午

■
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

■
講　

師　

天
野
ち
あ
き
さ
ん

■
参
加
費　

２
５
０
０
円

■
持
ち
物　

園
芸
用
ス
コ
ッ
プ
・

ゴ
ム
手
袋
・
45
Ｌ
の
ゴ
ミ
袋
・
新

聞
紙
・
万
能
バ
サ
ミ
・
エ
プ
ロ
ン

■
申
込
期
間　

11
月
16
日
（
月
）

～
20
日
（
金
）

○ 

畳
縁
で
お
正
月
リ
ー
ス
を
作

ろ
う
！

　

 

一
見
リ
ボ
ン
に
も
み
え
る
き

れ
い
な
色
の
畳
縁
と
イ
グ
サ

を
使
っ
て
、
お
正
月
飾
り
を

作
り
ま
す

■
日　

時　

12
月
18
日
（
金
）

午
前
の
部　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
定　

員　
各
回　

10
人
（
先
着
順
）

■
講　

師　

中
津　

己
智
子
さ
ん

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
持
ち
物　

は
さ
み
、
裁
縫
道
具

■
申
込
期
間　

11
月
16
日
（
月
）

～
20
日
（
金
）

※
各
講
座
と
も
受
講
資
格
は
町
内

在
住
の
20
歳
以
上
の
人
と
し
、
申

込
期
間
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
直
接
、
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
１

回
の
申
し
込
み
に
つ
き
１
人
分
の

参
加
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、人
権
セ
ン
タ
ー（
☎

55
・
３
０
５
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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ご利用ください　町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

お知らせ
12
月
４
日
に
「
よ
ろ
ず
人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す

【
お
気
軽
に
ご
相
談
を
】

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村

（
特
別
区
を
含
む
。）
の
区
域
で
人

権
擁
護
活
動
を
行
う
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
人
た
ち

で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権

相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
た
り
、
法
務
局
の
職
員

と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に
よ
る
被

害
者
の
救
済
を
し
た
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
「
よ
ろ
ず
人
権
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。
人
権
に
関
す
る
悩
み

事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。

　明和町、明和町教育委員会、明和町人権を守る会では、「ひと・まち・ふ
れあい企画」2015『福祉と人権のまちづくり
講演会』を次のとおり開催します。
　皆さんのご来場をお待ちしています。
■日　時　11 月 28 日（土）
　開　場　午後０時 30 分
　表彰式　午後１時 00 分　※町内小中学生の
　　　　　　「人権ポスター」「人権作文」優秀賞等
　開　演　午後１時 30 分（３時終了予定）
■演　題　『人を許す時が自分を高める時』
■講　師　菊地　幸夫さん（弁護士）
＜プロフィール＞中央大学法学部卒業。元司法研修所刑事弁護教官。
　 現在、社会福祉法人練馬区社会福祉事業団理事も務める。日本テレビ「行

列のできる法律相談所」及び「スッキリ！！」にレギュラー出演。
　 また、各地のトライアスロン大会への出場、地元小学生バレーボールチー

ムの監督等も務める。豊富な知識と経験を元に、「人権」について熱く分
かりやすく語っていただきます。

■会　場　明和町中央公民館　大集会場
■申　込　不要
■手話通訳をいたします。
■託　児　２歳児から未就学の子どもを対象に託児 ( 無料、先着 10 名 ) を行います。
　希望する人は 11 月６日（金）までに、人権センターへ申し込んでください。
■駐車場　会場周辺にあります。
　 役場職員駐車場（明和の里南側）、明和の里駐車場、総合体育館駐車場、

ＪＡ本店駐車場をご利用ください。
※詳しくは、人権センター（☎・FAX 55・3052）へお問い合わせください。

《福祉と人権のまちづくり講演会》
『ひと・まち・ふれあい企画　スタンプラリー対象企画』

　江島宏（えじまひろし）
さんが離任され、9月1日
より福来次郎（ふくぎた
じろう）さんが養川・内座・
根倉・サンヴィレッジ明
和地区の民生委員・児童
委員に着任されました。

■氏　　名　福来次郎さん
■担当地区　 
　養川・内座・根倉・
　サンヴィレッジ明和
■電話番号　☎55・4375

民生委員・児童委員の
交替について

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
に
第
10
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

　

国
で
は
、
戦
後
70
周
年
に
あ
た

り
、
戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
に
対

し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た

め
、
特
別
弔
慰
金
（
第
10
回
特
別

弔
慰
金
）
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料

や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

● 

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で

１ 　
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
人

２　

戦
没
者
な
ど
の
子

３ 　
戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
、
②

孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

　

 （
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を

有
し
て
い
な
か
っ
た
人
な
ど
は

除
く
。）

４ 　
前
記
３
以
外
の
①
父
母
、
②

孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

５ 　
前
記
１
～
４
以
外
の
戦
没
者

な
ど
の
三
親
等
以
内
の
親
族

（
甥
、
姪
な
ど
）

　

 （
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係

を
有
し
た
人
に
限
る
。）

支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５
年

償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
限

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※
請
求
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

役
場
福
祉
保
健
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
中
野　

益
甫
さ
ん

・
浅
尾　

栄
子
さ
ん

・
北
村　

れ
い
子
さ
ん

・
池
田　

高
治
さ
ん

・
三
田　

重
信
さ
ん

■
日　

時

　

12
月
４
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場　

所　

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員　

町
人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

お知らせ
＜連続人権講座のご案内＞

『ひと・まち・ふれあい企画　スタンプラリー対象企画』
　人権センターでは、毎年恒例の連続人権講座を開催します。講座の内容は、次のとおりです。
　あっという間の 90分です。皆さん、この機会にぜひご参加ください。

■申し込み　不要
■全講座で手話通訳をいたします。
■講師の紹介
　小木　美代子さん…日本福祉大学名誉教授、NPO 法人 日本子ども NPO センター代表理事
　明和町出身。日本福祉大学をはじめ、京都大学、名古屋大学などで、子ども文化論、子どもの社会教育論を多く
の学生たちに講義。現在は行政や企業、NPO と連携し、子育て支援活動を中心に活躍中。地域での調査や実践的
活動のなかからみえてきた「子どもの豊かな育ち」に“今”必要なものとは何かを、分かりやすく語っていただきます。
　主な著書『暮らしと文化のキーワード』（Ⅰ～Ⅲ）、『21世紀の児童館・学童保育』（Ⅰ～Ⅸ）、『子どもの発達とテレビ』、

『学校五日制でどうなるの』など。
　中村　尚生さん…公益財団法人 反差別・人権研究所みえ 調査・研究員
　保育士として６年間勤務するなかで、児童に起こる問題や課題に直面し、その問題解決に向けた人権啓発活動を
はじめる。現在は、伊賀市柘植地域まちづくり協議会事務局や、中学生学力強化学習会「青年義塾」塾長も務め、
各地で講師として活躍中。ご自身の経験を交えながら、インターネットと人権の問題について、わかりやすく語っ
ていただきます。
※詳しくは、人権センター ( ☎55・3052) へお問い合わせください。

日　時 11 月７日（土）午後１時 30 分～３時 11 月 16 日（月）午後７時～８時 30 分

演　題 「今こそ磨こう！子どもたちの五感を」
　　　　　　　　　～私の雑学的練磨論～

「ネットモラルと人権」
～現実世界と仮想空間の間で起こる
　　　　　　　　　　　　モラルハザード～

講　師 小木　美代子さん 中村　尚生さん
会　場 明和町中央公民館　中会議室（２階）

問合せ先 明和町人権センター　☎・FAX 55・3052　 jinken@town.mie-meiwa.lg.jp

ご利用ください 明和町障がい者生活支援センター ♬ここ♪ ☎ 52・7127
　障がいのある人をはじめ、家族や支援者の皆さんを対象とする総合相談窓口「明和町障がい者生
活支援センター♬ここ♪」では、障がい者の皆さんの自立と社会参加を目指し、地域で安心して生
活できるよう、専門の相談支援員による電話・来所相談や訪問、相談支援等の業務を行っています。

◎支援等内容のご案内
■ 利用対象　身体・知的・精神障がいのある人、その

家族・支援関係者等
■支援等の内容
　①日常生活全般の相談、
　② 福祉サービス等の利用援助（情報提供と申請手続きの支援）、
　③ 専門関係機関（病院、ハローワーク、特別支援学

校等）の紹介と連携、
　④ 交流の場「ここサロン」、意見交換会「ここトーク」、

学習会等の開催、
　⑤支援のネットワークづくり等
■ 場所　保健福祉センター内　明和町障がい者生活支援センター
■ 開設日時　月～金曜日（祝日を除く）、午前8時30分

～午後5時15分

◎ 精神障がい者のご家族の茶話会が開催され
ています

　精神に障がいのある人のご家族が自主的に集まり、
気軽に話し合う茶話会が毎月開催されています。
　ご本人の疾病、日頃の生活、医療や福祉サービスのこ
となどについて、同じ悩みを持つご家族同士で話し合い、
情報交換や交流を深めることを目的としています。
　どうぞ、お気軽にご参加ください。
■毎月第３木曜日　午後１時から

■申込み、問い合わせ先　明和町障がい者生活支援
　センター♬ここ♪　真野・太田　☎（52）7127
　FAX （52）7128　 shien@town.meiwa.mie.jp
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ご利用ください　町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

お知らせ
未就園児と保護者の皆さんご利用ください

【明和町子育て支援センターいちごくらぶ】
　明和町子育て支援センター・いちごくらぶは、保育所
や幼稚園に未就園の子どもとその保護者の皆さんにご参
加いただき、各種行事などを通じて一緒にお話ししたり、
楽しく遊んだり、また子育てなどの情報交換ができる場
です。いちごくらぶでは、各種行事を次のとおり行いま
す。皆さん、どうぞお気軽にご参加ください。

◎あそぼう !!
■日時　11月６日（金）午前10時30分～（雨天中止）
■内容　一緒にお話したり遊んだりして楽しく過ごし
ましょう。
■場所　いつきのみや歴史体験館前ロマン広場（現地集合）
※予約不要、午前中の活動です。
※当日午前９時の時点で雨の場合は中止です。

◎おはなし会
■日時　11月12日（木）午前10時30分～ 11時
■内容　エプロンシアターやペープサートなども行い
ます。身体測定もおこないます。
■定員　なし、予約不要

◎遠足ごっこをしよう♪
■日時　11月16日（月）午前10時～ 11時30分
■内容　公園に集まって遠足ごっこをします。心地よ
い秋の気候の中で散策したりお弁当を食べたり、楽し
い時間を過ごしましょう。

■場所　大仏山公園事務所前集合：雨天中止
■定員　15人、参加を希望する人は電話で申し込みください。
※お弁当を各自ご持参ください。
※午前９時の時点で雨の場合は中止です。

◎折り紙であそぼう！
■日時　11月20日（金）午前10時～ 11時
■内容　親子で楽しめる折り紙遊びをしませんか。
■定員　15人、参加を希望する人は電話で申し込みください。

◎木の実で作ろう！
■日時　11月25日（水）26日（木）午前10時～ 11時
■内容　木の実や松ぼっくりなどの秋の自然物を使っ
て制作をしましょう。
■定員　10人、参加を希望する人は電話で申し込みください。

※場所はいずれもいちごくらぶです。詳しくは、いち
ごくらぶ（☎080・4155・0291＝平日の午前８時30分
～ 午 後５時、 URL  http://www.toyotsujidou.com）へ
お問い合わせください。

【いちごくらぶ概要】
■行事等の対象者＝未就園の子どもとその保護者の皆さん
■所在地＝認可保育所・明和ゆたか保育園（大字斎宮
3535 ー 1）２階
■開所日時＝土・日曜日と祝日・年始を除く平日の午
前９時～正午・午後１時～３時

　子育て中の親子・祖父母の方が気軽に集い、楽しく遊
んだり、相互交流や子育ての不安・悩みを相談できる場
です。( 未就園児対象 ) 　お気軽にご参加ください。

＊保健・栄養相談のご案内＊
■日　時　11 月 25 日（水）午前９時 30 分～ 11 時 30 分
■ 内　容　保健師・栄養士が来館し、お子さんの発育関

係や離乳食、食事などの栄養関係の相談に対応いたし
ます。また、身長・体重の計測も行っていただけます。

＊カノンさんと遊ぼう！＊
■日　時　12 月 7 日（月）　午前 10 時～ 10 時 30 分
■ 内　容　親子で楽しめる手遊びやクリスマスソングな

どを一緒に歌って、楽しいひとときを過ごしましょう。

■人　数　事前予約は、要りません。
■お問い合わせ　☎ 53・0550（月～金・午前９時～午後 3 時まで）
■住　所　明星 1060 番地　みょうじょうこども園内

子育て支援センター・こあら
　

明
和
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介
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広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

お知らせ

【児童虐待相談窓口】
　明和町福祉保健課  ☎52・7115
　中勢児童相談所 ☎059・231・5666

【ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）相談窓口】
　明和町福祉保健課  ☎52・7115
　配偶者暴力相談支援センター  ☎059・231・5600
　警察安全相談電話  ☎059・224・9110
　 ＃9110
　松阪警察署  ☎0598・53・0110
　多気度会福祉事務所  ☎27・5304

【障害者虐待相談窓口】
　明和町福祉保健課  ☎52・7115
　明和町障がい者生活支援センター  ☎52・7127

【高齢者虐待相談窓口】
　明和町長寿健康課  ☎52・7116
　明和町地域包括支援センター  ☎52・7127

～虐待などの相談窓口のご案内～
【まずは、お気軽にご相談ください】

　住み慣れた地域で安心して在宅での療養生活を送るには、多職種が相互に連携し、生活をサポートしていく必要
があります。そのためには、関係者の顔の見えるネットワークづくりはとても大切です。この研修会では、松阪市・
多気町・明和町・大台町の各地域の在宅療養の現状、課題、将来の展望などを共通認識として学び、相互に理解を深め、
共に課題解決のための方策を検討し、今後の取り組みに活かしていきたいと考えております。ぜひご参加ください。

１．日　時　11月12日（木）　午後6時30分～ 8時30分
２．場　所　松阪商工会議所　１階　大ホール　松阪市若葉町161－２ （TEL：0598-51-7811）
３．定　員　200人（先着順）
４．内　容　終末期ケアにおける多職種連携　～住み慣れた地域で終末期の暮らしを支えるために～
　　第１部　講　演　在宅での看取りにあたって各職種に期待すること
　　　　　　講　師　公社）松阪地区医師会　会長　野呂純一先生
　　第２部　グループワーク　「終末期ケアにおける多職種連携について」
５．参加費　無料
６．お申込み・お問合せ先　三重県介護支援専門員協会松阪支部事務局
　　松阪市嬉野権現前町423-9（松阪市社会福祉協議会内）　☎0598・48・2600　FAX 0598・42・3794
申し込み締め切り　11月10日（火）
対象者　医療・介護の関係者　松阪市・多気町・明和町・大台町在住の人

三重県介護支援専門員協会松阪支部研修会

～
ご
存
じ
で
す
か
？

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
～

　
「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
と
は
、

有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ

て
通
算
５
年
を
超
え
た
と
き
、
労

働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、
期
間
の

定
め
の
な
い
労
働
契
約
（
無
期
労

働
契
約
）に
転
換
で
き
る
ル
ー
ル

で
す
。（
労
働
契
約
法
第
18
条
：

平
成
25
年
４
月
１
日
施
行
よ
り
）

　

有
期
労
働
契
約
の
無
期
転
換
が

円
滑
に
進
む
よ
う
、
労
使
の
間
で

無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
の
在
り

方
に
つ
い
て
よ
く
話
し
合
い
、
あ

ら
か
じ
め
就
業
規
則
や
労
働
契
約

書
等
に
規
定
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

三
重
労
働
局
で
は
、労
働
条
件
、

労
働
契
約
等
の
見
直
し
に
か
か
る

相
談
や
助
言
を
行
う
た
め
、「
働

き
方
・
休
み
方
改
善
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
」
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
資

料
提
供
、
事
業
場
へ
の
個
別
訪
問

等
を
無
料
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は

三
重
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

働
き
方
・
休
み
方
改
善
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・

２
１
０
６
）ま
で

（有料広告）

（有料広告）
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ご利用ください　町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

お知らせ
　

全
国
の
国
税
局
・
税
務
署
で

は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
税
の
意
義

や
役
割
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
国

の
基
本
と
な
る
税
に
対
す
る
理
解

を
い
っ
そ
う
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
11
月
11
日
か

ら
17
日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週

間
」
と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

松
阪
税
務
連
絡
協
議
会
で
は
、

こ
の
週
間
中
「
税
金
展
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

松
阪
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整

等
の
具
体
的
な
事
務
手
続
な
ど
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者
・
日
時
・
場
所

　

明
和
町
対
象
＝
11
月
25
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
、
多

気
町
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル
（
多
気

町
相
可
１
５
８
７
―

１
）

■
持
参
す
る
物

　

年
末
調
整
の
し
か
た
、
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書

の
作
成
と
提
出
の
手
引

11
月
14
・
15
日
に
税
金
展

年
末
調
整
等
説
明
会
の
お
知
ら
せ

【
松
阪
税
務
連
絡
協
議
会
】

11
月
11
日
～
17
日
は
税
を
考
え
る
週
間■

期
日

　

11
月
14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）

■
場
所

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
明
和　

１
階
ハ

ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
広
場

■
内
容

①
税
に
関
す
る
児
童
の
習
字
・
絵

画
・
絵
は
が
き
と
標
語
の
展
示

②
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

※
詳
し
く
は
、
松
阪
税
務
連
絡

協
議
会
（
☎
０
５
９
８
・
50
・

２
２
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
会
場
の
都
合
に
よ
っ
て
、
対
象

者
の
出
席
日
時
等
を
指
定
し
て

い
ま
す
が
、
都
合
が
悪
い
場
合

は
他
の
日
時
等
で
の
出
席
は
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
、
松
阪
税

務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
（
☎

０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
９
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

松
阪
税
務
署
で
は
、
青
色
申
告

決
算
書
、
年
末
調
整
関
係
書
類
お

よ
び
そ
の
他
関
係
書
類
の
一
般
的

な
書
き
方
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

①
11
月
12
日
（
木
）
午

後
２
時
～
４
時　

②
11
月
13
日

（
金
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

松
阪
合
同
庁
舎
３
階
松

阪
税
務
署
会
議
室
（
松
阪
市
高
町

４
９
３
―
６
）

　

青
色
申
告
決
算
書
用
紙
は
、
確

定
申
告
書
用
紙
等
に
同
封
し
て
送

付
し
ま
す
。（
電
子
申
告
を
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
確
定
申
告
書
用

紙
・
青
色
申
告
決
算
書
用
紙
と
も

に
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。）

　

な
お
、
確
定
申
告
書
用
紙
や
青

色
申
告
決
算
書
用
紙
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
nta.go.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
税
務
署
個
人

課
税
第
一
部
門
（
☎
０
５
９
８
・

52
・
３
０
２
４
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算

等
説
明
会
の
お
知
ら
せ

お気軽に
ご参加を

子
ど
も
た
ち
対
象

各
種
行
事
の
参
加
者
を
募
集

【
明
和
町
立
児
童
セ
ン
タ
ー
】

　

児
童
セ
ン
タ
ー
（
上
村
１
４
１
９

番
地
）は
、｢

健
全
な
遊
び
の
場｣

を
提
供
す
る
児
童
厚
生
施
設
で

す
。
未
就
学
児
か
ら
小
学
生
・
中

学
生
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。（
未

就
学
児
は
必
ず
保
護
者
同
伴
）

■
開
館
日
時　

月
曜
～
土
曜
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時

（
た
だ
し
、
日
曜
・
祝
日
・
年
末

年
始
は
終
日
休
館
）

【
よ
ち
よ
ち
ク
ラ
ブ
～
お
友
達
を

つ
く
ろ
う
～
】

　
『
よ
ち
よ
ち
ク
ラ
ブ
』
は
、
未

就
園
児
の
親
子
を
対
象
に
毎
月
１

回
集
ま
り
、
み
ん
な
で
楽
し
く
遊

び
な
が
ら
お
友
達
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
企
画
で
す
。
た
く
さ
ん
の
来

館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　

　

11
月
11
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
30
分
程
度

■
対
象
者

　

明
和
町
在
住
の
未
就
園
児

■
定
員　

15
組

■
参
加
費　

無
料

■
場
所　

明
和
町
立
児
童
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み
期
間

　

～
11
月
10
日
（
火
）

【
親
子
で
絵
手
紙
の
年
賀
状
を
描

こ
う
】

　

親
子
で
描
い
て
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
友
だ
ち
に

年
賀
状
を
送
り
ま
せ
ん
か
？

　

き
っ
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
年

賀
状
に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
☆

■
日
時

　

11
月
28
日
（
土
）

　

午
後
２
時
～
３
時

■
対
象
者　

明
和
町
在
住
の
４
歳

～
小
学
生
（
小
学
生
の
み
の
参
加

も
可
）

（
小
学
生
未
満
の
方
は
、
保
護
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

■
定
員　

15
組

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
期
間

　

～
11
月
26
日
（
木
）

※
教
室
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
・

参
加
申
し
込
み
は
、
児
童
セ
ン

タ
ー
（
☎
52
・
２
５
１
９
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。
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広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

お知らせ
　

11
月
15
日
（
第
３
日
曜
日
）
は

「
家
族
の
日
」
で
す
。「
家
族
の
週

間
」
は
11
月
８
日
（
第
２
日
曜
日
）

～
21
日
（
第
３
土
曜
日
）
で
す
。

ま
た
、
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家

庭
の
日
」
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、生
命
の
大
切
さ
、

家
庭
の
役
割
、
家
族
や
地
域
の
大

切
さ
等
に
つ
い
て
の
深
め
る
機
会

に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
家
族
の
日
」「
家
族
の
週
間
」

三
重
県
健
康
福
祉
部

子
ど
も
・
家
庭
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
家
庭
の
日
」

11
月
は
「
家
族
の
日
」

「
家
族
の
週
間
」
で
す

　

東
日
本
大
震
災
被
災
地
域
支
援

の
「
い
せ
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
23
日
（
水
・
祝
日
）

■
場
所　

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

■
入
場
料

　

前
売
券　

１
５
０
０
円

　

当
日
券　

１
８
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先　

い
せ
第
九
実

行
委
員
会
事
務
局
（
牛
場
）（
☎

０
９
０
・
９
９
０
７
・
３
４
４
５
）

い
せ
第
九
コ
ン
サ
ー
ト

11 月８日に健康ウォーク
　明和町と明和町楽しく歩こう会では、次
のとおり「健康ウォーク」を開催します。
　健康ウォークの参加は、当日受け付けま
す。どなたでも参加いただけますので、皆
さん、お気軽にご参加ください。
■日　時　11 月８日（日）
　受付＝午前 9 時 30 分　出発＝午前 10 時
　※ 雨天の場合は中止し、防災無線で放送

します。
■集合場所　水池遺跡公園
■コース　 参向古道などを散策するコース

（約４km）
■持ち物　 タオル、飲み物等ウォーキング

に必要なもの
■参加申し込み　当日受付
詳しくは、長寿健康課（☎ 52・7116）へ
お問い合わせください。

　７月から始まりました「国民健康
保険特定健康診査（40 ～ 74 歳）」、「後
期高齢者健康診査（75 歳～）」が 11
月 30 日までとなっております。まだ
の方は、お早めに受診してください。
　なお、11 月 29 日（日）に保健福
祉センターで行う“よりどり健診”
では、明和町国民健康保険や後期高
齢者医療制度加入者だけでなく、全
国健康保険協会（協会けんぽ）加入
者も受診できる特定健診となってお
ります。
　 詳 し く は 長 寿 健 康 課（ ☎ 52・
7116）へ。

12
月
13
日
に
第
58
回
明
和
町
駅
伝
大
会

　

明
和
町
体
育
協
会
で
は
、
駅
伝

大
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■コースと通過予想時刻
コース 通過予想時刻

スタート 総合体育館前道路 午前 10 時
第１中継所 明和町観光協会入口 10 時 13 分頃
第２中継所 担い手センター入口 10 時 23 分頃
第３中継所 大淀小学校正門前 10 時 38 分頃

第４中継所 みいと会館（下御糸地区コ
ミュニティーセンター）前 10 時 51 分頃

第 5 中継所 上御糸小学校正門前 11 時 01 分頃
ゴール 総合体育館モニュメント前 11 時 06 分頃

京都宇治市 世界遺産平等院
バス健康ウォークの参加者を募集
　明和町と明和町楽しく歩こう会では、「バス健康ウォーク」の参
加者を次のとおり募集します。皆さん、お気軽にご参加ください。
■日　　時　11 月 29 日（日）　集合＝午前７時 30 分
　　　　　　出発＝午前８時　解散＝午後６時予定（雨天決行）
■集合場所　多気郡農協本店職員駐車場（多気郡農協本店南側）
■コ ー ス　京都宇治市　平等院周辺（自由行動）
■参加資格　明和町内に在住または在勤の人
■参 加 費　 4,000 円（バス代、拝観料、旅行保険など）
■持 ち 物　 タオル、飲み物、雨具等ウォーキングに必要なもの
　　　　　　※昼食はついていませんので各自でご用意ください。
■定　　員　 135 名（先着順、お 1 人 2 名様までは申し込み可）
■申込方法　 11 月 15 日（日）午前９時から 11 時までの間に、

参加費を添えて明和町役場１階研修室でお申し込み
ください。（先着順で定員になり次第締め切ります。）

詳しくは、長寿健康課（☎ 52-7116）へお問い合わせください。

特定健診、今月までです！

　

総
合
体
育
館
前
の
道
路
を
ス

タ
ー
ト
し
、
町
内
６
区
間
、
約

19
・
３
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
町
内
外

の
選
手
た
ち
が
健
脚
を
競
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
沿
道
で
は
交
通
安

全
に
十
分
ご
注
意
の
う
え
、
力
走

す
る
選
手
へ
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
日

　

12
月
13
日
（
日
）（
小
雨
決
行
）

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
体
育
協

会
（
町
総
合
体
育
館
内
、
☎
52
・

７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

事前参加申し込み
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ご利用ください　町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

お知らせ
11
月
８
日
に
水
池
遺
跡
公
園
で 

斎
王
参
向
古
道
ま
つ
り

【
古
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ミ
ニ
斎
王
群
行
や
バ
ザ
ー
な
ど
】

　

斎
王
参
向
古
道
ま
つ
り
実
行
委

員
会
で
は
、
第
17
回
の
斎
王
参
向

古
道
ま
つ
り
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
多
数
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
８
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
（
受
け
付
け
＝

午
前
９
時
～
）

■
場
所　

大
字
明
星
地
内　

水
池

遺
跡
公
園

※
駐
車
場
は
、
明
星
小
学
校
運
動

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

①
古
道
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、②
地
域
の
芸
能
＝
明
和
太
鼓
、

ギ
タ
ー
演
奏
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
、
明
和
音
頭
、
し
ょ
ん
が
い
踊

り
、
③
催
し
も
の
＝
ミ
ニ
斎
王
群

行
、
斎
王
の
舞
、
④
お
も
て
な
し

と
協
賛
バ
ザ
ー
＝
お
餅
の
も
て
な

し
、
支
援
団
体
の
模
擬
店
（
う
ど

ん
、
お
で
ん
、
古
道
汁
、
野
点
）、

餅
ま
き
、
協
賛
バ
ザ
ー
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

※
詳
し
く
は
、
斎
王
参
向
古
道
ま

つ
り
実
行
委
員
会
の
奥
浦
敏
夫
さ

ん
（
☎
52
・
１
３
７
３
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■主催　日本棋院　明和町囲碁協会
■日時　11 月 15 日（日）
　　　　午後 1 時 30 分～ 3 時
■会場　明和町中央公民館　小会議室
■講師　日本棋院　武田　祥

よしのり

典　二段
■ 参加者募集　30 人　参加費無料　子どもか

ら大人まで年齢は問いません。囲碁をおぼえ
てみたい人はだれでも参加できます。

■申込先　明和町中央公民館
■申込期日　10 月 26 日（月）～ 11 月 9 日（月）
　 申込書またはハガキでお名前・年齢・住所を

記入して申し込みください。
　テキストは受付で配布します。
■問い合わせ先
　明和町中央公民館　☎ 52・7132
　明和町囲碁協会　　☎ 52・5651（吉田）

第
３
回
太
鼓
で
ド
ン

　

明
和
町
で
活
動
し
て
い
る
業
平

夢
太
鼓
が
、
今
年
も
太
鼓
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
「
太
鼓
で
ド
ン
」
を
開

催
し
ま
す
。
三
重
県
内
の
8
チ
ー

ム
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
、
交
流
を
し
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
人
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
日
時　

　

11
月
15
日
（
日
）

　

午
後
1
時
～
3
時
30
分

■
場
所

　

明
和
町
中
央
公
民
館　

大
集
会
場

出
演
チ
ー
ム

　

青
山
高
等
学
校
和
太
鼓
部
葵

　

昴
高
等
学
校
和
太
鼓
部

　

津
高
虎
太
鼓

　

美
杉
連
山
の
ろ
し
太
鼓
保
存
会

　

松
阪　

響
き
座
い
な
せ
組

　

小
俣
離
宮
院
太
鼓
保
存
会

　

明
和
太
鼓
保
存
会

　

業
平
夢
太
鼓
・
キ
ッ
ズ

■
主
催　

業
平
夢
太
鼓

問
い
合
わ
せ
は

業
平
夢
太
鼓　

濱
口
さ
ん

（
☎
55
・
２
７
６
３
）
ま
で

着
付
け
班
実
行
委
員
募
集

　

斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、

着
付
け
班
実
行
委
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
会
で
は
現
会
員
の
高
齢

化
と
減
少
の
た
め
、
ま
つ
り
の
運

営
が
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
４
月
に
「
祈
る
皇
女
斎

王
の
み
や
こ　

斎
宮
」
が
日
本
遺

産
認
定
を
受
け
、
ま
す
ま
す
の
発

展
を
期
す
た
め
に
も
皆
様
の
お
力

を
お
貸
し
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
実
行
委
員
と
し
て
ま

つ
り
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん

か
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
実
施
内
容

　

斎
王
ま
つ
り
・
他
イ
ベ
ン
ト
時

の
着
物
の
着
付
け
・
整
理
・
準
備

■
募
集
内
容　

男
女
・
年
齢
・
町

内
外
問
い
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間　

随
時

■
お
申
し
込
み
方
法　

住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
等
を
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先　
〒
５
１
５ 

― 

０
３
２
１

明
和
町
大
字
斎
宮
２
８
１
１

斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎
52
・
０
０
５
４ 

FAX  

52
・
７
２
７
４

URLhttp://saioh.jp
infosaioh@

yahoo.co.jp

第
６
回
め
い
わ
フ
ェ
ス
タ
と
第
16
回
明
和
ざ
い
し
ょ
市

　

町
特
産
品
振
興
連
絡
協
議
会
で

は
、
わ
が
町
の
食
文
化
の
見
直
し

と
よ
き
習
慣
の
伝
承
を
目
的
に
、

次
の
と
お
り
各
催
し
を
開
催
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◎ 

第
６
回
め
い
わ
フ
ェ
ス
タ
と

　

第
16
回
明
和
ざ
い
し
ょ
市

■
日
時　

12
月
５
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場
所　

イ
オ
ン
明
和
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー　

１
階　

ハ
ナ

シ
ョ
ウ
ブ
の
広
場

■
内
容　

斎
王
の
舞
、
平
安
装
束

の
試
着
体
験
・
写
真
撮
影
な
ど
、

明
和
町
の
特
色
を
生
か
し
た
多
数

の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
。
ま
た
、
町

特
産
の
野
菜
や
お
菓
子
、
各
種
海

産
物
な
ど
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
特
産
品
振
興
連

絡
協
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

明
和
町
特
産
品
振
興
連
絡
協
議
会

（
明
和
町
観
光
協
会
内
）

☎
52
・
０
０
５
５　

FAX  

52
・
０
３
７
２

「やさしく学べる囲碁入門教室」
　　　　　三重県明和会場
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広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

お知らせ

平成27年度　自衛官等募集案内
募集種目 応募資格 受付期間 試験日

自衛官候補生（男子） 18 歳以上
27 歳未満の方

第 2 回 11 月 10 日（火）まで

第 3 回 12 月上旬まで

第 2 回　 11月13日（金）・14日（土）
のいずれか 1 日を指定

第 3 回　12 月 13 日（日）

陸上自衛隊
高等工科学校

生　徒

一 般 男子で中卒
（見込含）
17 歳未満の方

11 月 1 日（日）
～平成 28 年 1 月 8 日（金） 1 次　平成 28 年 1 月 23 日（土）

推 薦 11 月 1 日（日）
～ 12 月 4 日（金）

平成 28 年 1 月 9 日（土）～ 11 日
（月）のいずれか 1 日を指定

お問い合わせ　
防衛省自衛隊三重地方協
力本部　伊勢地域事務所
住所　 三重県伊勢市神久

2-1-58　角屋ビル
2 階

☎／FAX 0596・23・3880

内容
　この運動は、火災が発生しやすい季節を迎えるに
あたり、全国一斉に火災予防意識の一層の普及を図
り、火災の発生を防止するとともに、人命や財産を
守ることを目的としています。
　火災や災害に強い安全で安心して暮らせる地域を
つくるには、一人ひとりが防火・防災意識の高揚を図り、火災が発生し
た場合に的確な行動がとれるよう、普段から基礎知識を身につけておく
ことが大切です。
●住宅火災からいのちを守る 7つのポイントを再確認しておきましょう。

【３つの習慣】
・寝たばこは、絶対やめる。
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
【４つの対策】
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。 
　※大切な命を守るため、すべての住宅に設置が義務付けられています。
・寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器を設置する。
・ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。
担当　松阪地区広域消防組合　消防本部予防課　☎0598・25・1412

秋季全国火災予防運動（11月9日～ 15日）
平成27年度 全国統一防火標語

『無防備な　心に火災が　かくれんぼ』

防
火
管
理
講
習
会

　

消
防
法
に
規
定
す
る
防
火
管
理

者
資
格
取
得
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

（
定
員　

先
着
１
０
０
人
）

■
日
時　

11
月
19
日
（
木
）・
20

日
（
金
）
の
２
日
間

※
２
日
間
と
も
午
前
９
時
～
午
後

４
時

■
場
所　

松
阪
地
区
広
域
消
防
組

合 

消
防
本
部
庁
舎
４
階
大
会
議

室
（
松
阪
市
川
井
町
１
０
０
１
番

地
１
）

■
受
講
資
格　

事
業
所
等
で
、
防

火
管
理
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
管
理
、
指
導
す
べ

き
立
場
に
あ
る
方

■
受
講
料

　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ

ス
ト
代
と
し
て
次
の
料
金
が
必
要

で
す
。

　

一
般
の
方
（
４
０
０
０
円
）

　

松
阪
地
区
防
火
協
会
に
入
会
さ

れ
て
い
る
事
業
所
の
方
（
２
０
０

０
円
）

■
受
付
期
間

松
阪
市
、
多
気
町
、
明
和
町
内
に

在
勤
ま
た
は
在
住
の
人

　

11
月
9
日
（
月
）
～
18
日
（
水
）

ま
で

そ
れ
以
外
の
方

　

11
月
16
日
（
月
）
～
18
日
（
水
）

ま
で

　

土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

※
先
着
順

■
申
込
方
法

　

受
講
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、写
真
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

を
貼
付
の
う
え
、
テ
キ
ス
ト
代
を

添
え
て
消
防
本
部
予
防
課
（
松
阪

市
川
井
町
１
０
０
１
番
地
１
）
へ

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
講

申
請
書
は
消
防
本
部
、
ま
た
は
最

寄
り
の
消
防
署
・
分
署
に
あ
り
ま

す
。
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
m

ie-m
atsusaka119.jp/

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
、
受

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他

　

２
日
間
の
講
習
を
修
了
さ
れ
た

方
に
は
防
火
管
理
講
習
修
了
証
を

交
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
５
９
８
・
25
・
１
４
１
２



25

ご利用ください　町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

お知らせ

公共職業訓練受講生募集のお知らせ
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　三重支部三重職業能力開発促進センター伊勢訓練センター（ポリテク
センター伊勢）☎ 0596・37・3121
　ポリテクセンター伊勢では、求職者が早期に再就職できるよう、ものづくり分野に特化した職業訓練を実施しています。
訓練科名・期間・定員等　下表のとおり
訓練場所　ポリテクセンター伊勢（伊勢市小俣町明野 685）
対　　象　再就職を希望し、公共職業安定所に求職申し込みをしている人
※受講料は無料ですが、別途教材費・作業服代が必要です。

※応募締切日以降でも追加募集を行う場合がありますので、ポリテクセンター伊勢までお問い合わせください。

入所月 訓練科名 定員 訓練期間 応募締切日 入所選考日

12 月

CAD・NC 技術科 15 人
12 月 11 日（金）
～平成 28 年６月 14 日（火）

11 月 13 日（金） 11 月 16 日 ( 月）

機械加工技術科 15 人
12 月 18 日（金）
～平成 28 年７月 11 日（月）

11 月 26 日（木） 11 月 27 日（金）

２月
電気設備技術科 15 人 平成 28 年２月 19 日（金）

～平成 28 年８月８日（月）
平成 28 年１月 28 日（木） 平成 28 年１月 29 日（金）

住宅リフォーム技術科 15 人

MR（麻しん・風しん）2期予防接種・DT 二種混合（ジフテリア・破傷風）
２期予防接種はお済みですか？

MR（麻しん・風しん）とは
　麻しんウイルスは、伝染力が極めて強く、万一かかってしまった場合、肺炎、急性脳炎、亜急性硬化性全脳炎（約
10年くらいたって発症する脳炎）等の合併症を併発する可能性があります。 
　風しんでは、妊婦が妊娠初期にかかってしまうと先天性風しん症候群といって、多発奇形の赤ちゃんが生まれる可
能性が高くなります。 
※1歳頃に接種した MR ワクチンの 2回目です。2期を受けることで病気に対する免疫力が強化されます。

DT 二種混合（ジフテリア・破傷風）とは
　ジフテリア菌は飛沫感染により感染します。主に、のどや鼻等の粘膜がおかされ、呼吸器系の症状が出ます。現在
の日本では流行していませんが、旧ソビエト連邦での流行例があり、接種率の低下に注意が必要です。
　破傷風は土の中に潜む破傷風菌から感染します。日本中どこにでも菌がいるため、感染の可能性は常にあります。
自分では気付かない程度の小さな傷から感染することもあります。感染すると、口が開きにくくなり、硬直や痙攣な
どの激しい全身症状が現れ、死亡する危険があります。致命率が高く、治療が困難です。母体からの免疫が期待でき
ないため、ワクチンでしか予防できません。
※乳幼児期の基礎免疫（三種混合第1期もしくは二種混合第1期）完了後の追加接種です。

※母子手帳で接種状況を確認してください
　接種場所：予防接種を実施している医療機関（三重県内）
※接種を希望する人は予診票が必要となりますので、予診票をお持ちでない人は福祉保健課窓口までお越しください。
お問い合わせ　福祉保健課　☎52・7115

ワクチン名 接種回数 対象者

MR（麻しん・風しん）2 期 １回
5 歳以上 7 歳未満の者で次年度に小学校へ入学する児（年長児）
※ H28 年 3 月 31 日までに受けてください

DT 二種混合（ジフテリア・
破傷風）2 期

１回
11 歳以上 13 歳未満
※小学 6 年生に対して予診票を配布してあります
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広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

お知らせ
【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児　
　

①
11
月
10
日

（
火
）＝
平
成
26
年
４
月
生
ま
れ

②
12
月
８
日
（
火
）＝
平
成
26
年

５
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児　
　

①
11
月
20
日

（
金
）＝
平
成
25
年
４
月
生
ま
れ

②
12
月
18
日
（
金
）＝
平
成
25
年

５
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
ま

で■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児　
　

①
11
月
24
日

（
火
）＝
平
成
24
年
４
月
生
ま
れ

②
12
月
22
日
（
火
）＝
平
成
24
年

５
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
者　
　

11
月
19
日

（
木
）・
12
月
17
日
（
木
）＝
乳
幼

児
で
月
齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

不
要

【
離
乳
食
教
室
】

■
日
・
対
象
者　

12
月
４
日
（
金
）

午
前
10
時
～
11
時
半
＝
離
乳
食
に

つ
い
て
知
り
た
い
方

■
内
容　

離
乳
食
に
つ
い
て
の

話
・
試
食
な
ど

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

12
月
２
日
（
水
）

ま
で
に
福
祉
保
健
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）へ　

※
先
着
15
名

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
（
妊
婦
さ

ん
の
教
室
）】

■
日
・
対
象
者　

11
月
６
日
（
金
）

＝
妊
娠
中
の
方

■
内
容　

妊
婦
さ
ん
同
士
の
交
流

と
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
作
り

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
50
分
ま
で

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
福
祉

保
健
課
（
☎
52
・
７
１
１
５
）へ

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

全
国
犯
罪
被
害
者
週
間　

11
月
25
日
～
12
月
１
日

～
社
会
全
体
で
被
害
者
を
支
え
、
被
害
者
も
加
害
者
も

　

出
さ
な
い
街
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
～

場
所
は 

い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

■ 日時と内容　①11月２日（月）　午前９時30分～正午＝
行政相談・心配ごと相談、②11月16日（月）　午後１時
30分～４時＝心配ごと相談、③12月７日（月）　午前９
時30分～正午＝行政相談・心配ごと相談、④12月21日

（月）　午後１時30分～４時＝心配ごと相談
■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、明和町社会福祉協議会（☎52・7056）へお
問い合わせください。

11月と12月の行政相談・心配ごと相談
　明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消費
生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり開設
します。皆さん、お気軽にご利用ください。
■日時　①11月10日（火）、②12月８日（火）　時間は、
各日とも午前10時～正午・午後１時～３時
■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、人権生活環境課環境・住民協働係（☎52・
7117）へお問い合わせください。

交通事故無料相談会の開設（11月・12月）
　明和町では、交通事故被害者支援センター
派遣員による交通事故（過失割合の判例、示
談の仕方、進め方、賠償請求と賠償額の算定、
その他相談等）の相談会を次のとおり開催し
ます。相談は、NPO 法人交通事故被害者支
援センターの相談員がお受けします。
　皆さん、お気軽にご利用ください。
■日時　
11月11日（水）午後１時～３時　※１人１時間
　【要予約】申込期限11月10日（火）　午後５時
　※土曜日・祝日・休日を除く。
12月９日（水）午後１時～３時　※１人１時間
　【要予約】申込期限12月８日（火）　午後５時
　※土曜日・祝日・休日を除く。
■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、人権生活環境課環境・住民協働
係（☎52・7117）へお問い合わせください。

11月と12月の「消費生活相談」窓口の開設

■
犯
罪
被
害
者
支
援
を
考
え
る
集
い

■
日　

時　

11
月
28
日
（
土
）
午

後
1
時
30
分
～

■
場　

所　
津
市
サ
ン
デ
ル
タ
香
良
洲

■
主　

催　

三
重
県
警
察
本
部　

広
聴
広
報
課　

被
害
者
支
援
室

■
内　

容　

犯
罪
被
害
者　

大
藪

順
子
さ
ん
の
講
演
、
県
警
音
楽
隊

の
コ
ン
サ
ー
ト
、
写
真
パ
ネ
ル
展

示
等

■
そ
の
他　

入
場
無
料

　

詳
し
く
は
三
重
県
警
察
本
部　

広

聴
広
報
課　

被
害
者
支
援
室
（
☎

０
５
９
・
２
２
２
・
０
１
１
０
）ま
で
。

【
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
教
室
】

■
日
・
対
象
者　

11
月
９
日
（
月
）

＝
平
成
27
年
６
月
～
平
成
27
年
９

月
出
生
児
（
今
ま
で
参
加
さ
れ
た

こ
と
の
無
い
方
）

■
内
容　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
教
室

■
講
師　

チ
ャ
イ
ル
ド
ボ
デ
ィ

ワ
ー
ク
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
助
産
師　

中
村
幸
美
さ
ん

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
50
分
ま
で

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル
１
枚
（
必
要
な
人
は
お

茶
・
果
汁･

ミ
ル
ク
な
ど
）

■
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
子
ど

も
の
名
前
・
生
年
月
日
を
福
祉
保

健
課
（
☎
52
・
７
１
１
５
）へ　

※
先
着
15
名
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ご利用ください　町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

広報めいわ　　　　11月号平成27年
（2015年）

お知らせ
いつきのみや歴史体験館からお知らせ
☆追儺のまつり主役３役プラスおばけ役募集
　12月23日（祝・水）は年末恒例の追儺のまつり
です。
　陰陽師に方相氏、 子の主役３役とおばけ役を
募集いたします。
　声の大きい元気な人で、まつりを盛り上げてく
れる人、ぜひご参加をお待ちしています。なお陰
陽師・方相氏は１度ご参加いただいた人はご遠慮
ください。
■募集期間：11月１日（日）～ 20日（金）
■役：陰陽師１人（150cm 以上170cm 未満男女不問）
　　  方相氏1人（170cm 以上男性）
　　  子3人（小学生）
　　  おばけ 7人（幼児）
■打ち合わせ：11月28日（土）午後3時～ 5時

☆いつきのみや盤すごろく大会参加者募集
　２月にいつきのみや盤すごろく大会を開催します。
　盤双六は平安時代に庶民・貴族もはまって遊ん
だ盤ゲームです。
　三重県内の小学生～一般の人を対象に盤双六

「つみかえ」にて対決します。ぜひ参加して優勝
を目指しましょう。
■大 会 日：予選（小学生）２月11日（祝・木）
　　　　　　予選（一　般）２月13日（土）
　　　　　　本選２月14日（日）
■定　　員：小学生・一般　各36人
■募集期間：11月１日（日）～平成28年１月20日（水）
■参 加 費：無料

申し込み・その他の体験等の問い合わせは、
いつきのみや歴史体験館（☎52・3890）へ

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せ
○11月のおはなし会
【「おはなし小槌」の皆さんによる読み聞かせ】
■日時：11月22日（日）午後2時～
■場所：ふるさと会館１階児童室
■内容：絵　本「だって…学校の巻」
　　　　　　　 「とってもいいひ」
　　　　紙芝居「ネコのおてがみ」
【「会館スタッフ」による読み聞かせ】
■日時：11月26日（木）午前11時～
■場所：ふるさと会館1階児童室
【「てんとうむし」による読み聞かせ】
・お休みです。
○11月ワークショップ：「楽しい竹工作」
■日時：11月28日（土）午前10時～正午
■場所：ふるさと会館２階多目的室
■対象：誰でも参加できます。（小さいお子さんは保護者同伴で）
■募集人数：15人
■参加費：200円
■受付：11月３日（火）　正午～
○11月特別展　街かど博物館「竹茗舎所蔵展」を開催します
■期間：11月10日（火）～ 12月13日（日）まで
■時間：ふるさと会館開館時間内
■場所：ふるさと会館２階特別展示場
○�明和中学校３年生作「世界に一つのおもちゃ展」を開催します
■期間：11月17日（火）～ 12月13日（日）
■時間：ふるさと会館開館時間内
■場所：ふるさと会館１階フロアー
○�「秋の読書週間」期間中の行事案内

【としょかん市】11月１日（日）～８日（日）まで
恒例のお持ち帰り自由の図書リサイクルです。
■場所：１日（日）は玄関前と２階多目的室
　　　　３日（火）以降は２階多目的室
■時間：１日 ( 日 ) は午前10時～午後3時。３日以降は
　　　　ふるさと会館開館時間内

【としょかん川柳の募集】11月１日（日）～１月11日（月）まで
・今年度から、テーマを設定して募集します。今年のテーマは
　　①図書館・本にまつわる句（通常テーマ）
　　②動物にまつわる句
・５・７・５にこだわらず、ご自由にお詠みください。
・大人、子ども別に募集します。
・各テーマ、お一人３句以内で応募してください。
・ 応募作品の中から最優秀賞、館長賞など選び、記念品

を贈呈いたします。
【おたのしみ抽選】11月１日（日）～
・本を借りていただいた方にチャンスあり。おたのしみに。
・景品なくなり次第終了します。
○11月の休館日
２日（月）、９日（月）、16日（月）、24日（火）、27日（金
／月末整理日）、30日（月）
３日（火）祝日（文化の日）、23日（月）祝日（勤労感謝の
日）は開館します。
※詳しくは、ふるさと会館（☎52・7131）へお問い合わせ下さい。
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明和町ホームページ URL http://www.town.meiwa.mie.jp/ 三重県 明和町役場 検  索

明和町行政チャンネル番組表〈10月29日（木）～12月3日（木）〉
※�明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後
０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。
　詳しくは、防災企画課（☎ 52・7112）へお問い合わせください。　

放送時間・番組
��6：00
��7：00
��8：00
��9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
��0：00
��1：00～ お天気

放送時間 明和町情報番組め～ナビ��内容

10月29日（木）～
11月  5日（木）

●ニュース：①さいくう平安の杜フェスタ
　　　　　　②明和町総合防災訓練　ほか
●トピックス：明星小学校運動会

11月  5日（木）～
11月12日（木）

●ニュース：①町民文化祭
　　　　　　②大淀祇園祭フォトコンテスト表彰式　ほか
●トピックス：斎宮跡復元建物

11月12日（木）～
11月19日（木）

●ニュース：①明和中学校文化祭
　　　　　　②町長杯ソフトボール大会　ほか
●トピックス：まちかど博物館～轉輪寺～

11月19日（木）～
11月26日（木）

●ニュース：①ぼく ･わたしの好きな食べ物～斎宮幼稚園～
　　　　　　②空き缶ゼロ運動　ほか
●トピックス：ようこそ！めいわツーリスト

11月26日（木）～
12月  3日（木）

●ニュース：①小倉百人一首�名人位戦 ･クイーン位戦�挑戦者決定戦
　　　　　　②キッズ健康マラソン大会　ほか
●トピックス：明和中学校合唱コンクール

（有料広告）

　　

浄化槽
保守点検
のお値段！

比べてください

（有料広告）

ゴーゴーはつらつ体操

みんなの元気体操

00分　～　ニュース
10分頃～　トピックス
40分頃～　文字放送
50分頃～　お天気
※繰り返し放送

��7：55、10：55、13：55、
16：55、19：55、22：55

��6：55、����9：55、12：55、
15：55、18：55、21：55

明和町情報番組�め～ナビ


